
自
然
と
の
共
生
・

都
市
と
の
交
流
に
よ
る

海
生
交
流
都
市

島模様

〒737-2392 広島県江田島市能美町中町4859番地9
TEL.（0823）40-2211［代表］ 　FAX.（0823）40-2072

 URL / http://www.city.etajima.hiroshima.jp
E-mail / info-etjm@city.etajima.hiroshima.jp

 印刷 / 中本総合印刷株式会社

発行・編集  広島県江田島市

江田島市
市勢要覧



江
田
島
市
の
概
要

海
と
山
と
人
の
島

　オ
ト
ナ
も
楽
し
む
海
遊
び

　コ
ド
モ
に
戻
っ
て
山
歩
き

　島
の
恵
み  

― 

特
産
品
紹
介 

―

島
の
歴
史
と
偉
人

　歴
史
を
巡
っ
て
島
に
親
し
む

　島
の
偉
人

　六
角
紫
水

島
を
楽
し
む
人
た
ち

　楽
し
み
は
一
年
中  

― 

島
の
歳
時
記 

―

　島
暮
ら
し
の
ス
ス
メ

江
田
島
市
の
取
組

　江
田
島
市
の
都
市
像
（
将
来
像
）

　ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

　
　
　

　ま
ち
づ
く
り
の
展
開
方
向
1 

　
　豊
か
な
教
育
・
文
化
を
創
造
し
、

　
　人
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り 

　ま
ち
づ
く
り
の
展
開
方
向
2

　
　元
気
な
地
域
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

　ま
ち
づ
く
り
の
展
開
方
向
3

　
　健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　ま
ち
づ
く
り
の
展
開
方
向
4

　
　安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
が
整
っ
た

　
　ま
ち
づ
く
り

　ま
ち
づ
く
り
の
展
開
方
向
5

　
　し
っ
か
り
と
し
た
都
市
の
基
盤
を
備
え
た

　
　ま
ち
づ
く
り

　ま
ち
づ
く
り
の
展
開
方
向
6

　
　交
流
と
連
携
に
よ
る
交
歓
の
ま
ち
づ
く
り

　江
田
島
市
の
歩
み

　議
会
・
行
政

　市
長
あ
い
さ
つ

0305050913151518191923252527293133353739414546

私
た
ち
江
田
島
市
民
は
、
美
し
い
自
然
や
優
れ
た
教
育
文
化
・
伝
統
を
受

け
継
ぎ
、
す
べ
て
の
人
に
優
し
い
住
み
よ
い
ま
ち
を
築
く
た
め
の
道
し
る

べ
と
し
て
、
こ
の
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一 

青
い
海
と
、
緑
豊
か
な
自
然
を
大
切
に
す
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一 

み
ん
な
が
笑
顔
で
、
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一 

人
権
を
尊
重
し
、
み
ん
な
が
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
り 

　ま
し
ょ
う
。

一 

み
ん
な
が
安
全
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一 

郷
土
を
愛
し
、
文
化
の
香
り
高
い
心
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

C
O
N
T
EN

T
S

江
田
島
市
の
英
文
頭
文
字
「
E
」と
、

「
海（
波
）」を
モ
チ
ー
フ
に
、江
田
島

市
の
将
来
像
の
イ
メ
ー
ジ
を
デ
ザ

イ
ン
化
。
青
色
は
江
田
島
市
を
と

り
ま
く
海
と
空
を
表
し
、
恵
ま
れ

た
自
然
環
境
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

市
章

江
田
島
市
は
、
県
内
有
数
の
「
キ
ク
」
の

産
地
で
す
。
電
照
菊
栽
培
も
行
わ
れ
て

お
り
、
電
照
菊
の
ハ
ウ
ス
が
並
ぶ
夜
景

は
秋
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
キ
ク
を
は
じ
め
花
卉
類
の
生
産
が

盛
ん
で
、
ひ
ろ
し
ま
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
「
花
の
塔
」
に
は
、
本
市
の

花
が
毎
年
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
の
花「
キ
ク
」

春
を
彩
る
「
サ
ク
ラ
」
は
、
森
林
公
園
や

県
道
沿
い
な
ど
に
多
く
植
樹
さ
れ
、
広

く
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

第
1
術
科
学
校
の
校
内
を
は
じ
め
能
美

町
の
真
道
山
千
本
桜
、
江
田
島
町
の
桜

街
道
な
ど
、
市
内
各
所
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
本
市
と
サ
ク
ラ
は
深
い
つ

な
が
り
が
あ
り
ま
す
。

市
の
木「
サ
ク
ラ
」

全
国
的
に
有
名
な
「
広
島
カ
キ
」
の
中
で

も
、
江
田
島
市
は
そ
の
主
力
を
担
う
国

内
有
数
の
カ
キ
養
殖
産
地
。
ま
た
、
シ
ー

ズ
ン
を
通
し
て
味
覚
を
楽
し
め
る
よ
う
、

夏
ガ
キ
「
ひ
と
つ
ぶ
く
ん
」
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

市
の
魚「
カ
キ
」

自
然
と
の
共
生
・

都
市
と
の
交
流
に
よ
る

「
海
生
交
流
都
市
」

え
た
じ
ま

市
民
憲
章

0102



●江田島支所

広島港へ 広島港へ

呉ポートピア港へ

呉中央港へ

●大柿支所

大柿町

江田島町

早瀬大橋

引島

沖美支所●

大奈佐美島

小奈佐美島（絵の島）

安渡島

大黒神島

小黒神島

沖野島

長島

切串（西沖）大須

小用

三高

高田

中町
能美海上ロッジ

秋月

切串（吹越）

能美町

沖美町
江田島市役所●

487

487

297

299

300

121

44
36

36

野登呂山
▲

砲台山
▲

陀峯山
▲

古鷹山
▲

広島県

江
田
島
市
の
概
要

気
候

　
平
成
21
年
の
呉
特
別
地
域
気
象
観
測
所
の
気
象
状

況
で
は
、
年
平
均
気
温
は
16
・
6
℃
で
温
暖
な
気
候

で
す
。
降
水
量
は
年
間
合
計
値
が
１
４
３
９
・
５
㎜

で
、
広
島
市
の
１
４
８
６
・
５
㎜
に
比
べ
て
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
ア
ク
セ
ス

【
海
路
で
ア
ク
セ
ス
す
る
場
合
】

①
フ
ェ
リ
ー

　
広
島（
宇
品
）↓
江
田
島
町
（
切
串
）

　
広
島（
宇
品
）↓
江
田
島
町（
大
須
）↓
沖
美
町（
三
高
）

　
広
島（
宇
品
）↓
能
美
町
（
中
町
・
高
田
）

　
天
応（
呉
ポ
ー
ト
ピ
ア
）↓
江
田
島
町
（
切
串
）

②
高
速
船

　
広
島（
宇
品
）↓
江
田
島
町
（
切
串
・
小
用
）

　
広
島（
宇
品
）↓
能
美
町
（
中
町
・
高
田
・
能
美
海
上 

　
ロ
ッ
ジ
）

③
旅
客
船

　
呉
↓
江
田
島
町
（
秋
月
）

④
フ
ェ
リ
ー
・
高
速
船

　
呉
↓
江
田
島
町
（
小
用
）

【
陸
路
で
ア
ク
セ
ス
す
る
場
合
】

広
島
市
↓（
国
道
31
号
）↓
呉
市
↓ （
国
道
4
8
7
号

／
音
戸
大
橋
・
早
瀬
大
橋
経
由
）↓
江
田
島
市

所
要
時
間
／
約
１
時
間
40
分
（
広
島
市
か
ら
の
場
合
） 

【
広
島
空
港
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
場
合
】

広
島
空
港
↓（ 

リ
ム
ジ
ン
バ
ス
）↓
広
島
駅
↓（
市
内

電
車
）↓
宇
品
・
広
島
港
↓（
フ
ェ
リ
ー
・
高
速
船
）

↓
江
田
島
市

所
要
時
間
／
約
２
時
間 

位
置
と
面
積

　
本
市
は
、
広
島
湾
に
浮
か
ぶ
江
田
島
・
能
美
島
と

そ
の
周
辺
に
点
在
す
る
島
々
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
広
島
港
及
び
呉
中
央
港
と
本
市
の
港
間
の
海
上

直
線
最
短
距
離
で
、
広
島
市
か
ら
江
田
島
ま
で
約

7
・
5
㎞（
宇
品
〜
切
串
）、
能
美
島
ま
で
約
12
㎞（
宇

品
〜
三
高
）、
呉
市
か
ら
江
田
島
ま
で
約
６
㎞
（
呉
〜

小
用
）
の
位
置
に
あ
り
ま
す
。
早
瀬
大
橋
（
昭
和
48

年
開
通
）
と
音
戸
大
橋
（
昭
和
36
年
開
通
）
を
経
由
し

て
本
土
と
陸
続
き
で
あ
り
、
半
島
地
域
と
し
て
広
島

都
市
圏
、
呉
都
市
圏
の
機
能
を
分
担
で
き
る
位
置
関

係
に
あ
り
ま
す
。

　
本
市
は
、
大
小
合
わ
せ
て
9
の
島
（
江
田
島
・
能

美
島
、
大
黒
神
島
、
小
黒
神
島
、
大
奈
佐
美
島
、
小

奈
佐
美
島
（
絵
の
島
）、
安
渡
島
、
沖
野
島
、
長
島
、

引
島
）
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
居
住
し
て
い
る
島
は
、

江
田
島
・
能
美
島
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
江
田
島
・
能
美
島
を
合
わ
せ
て
、
東
西
約
12
㎞
、

南
北
約
19
㎞
で
、
面
積
は
１
０
０
・
9
7
㎢
と
な
っ

て
い
ま
す
。

地
勢

　
地
形
は
、
野
登
呂
山
（
標
高
５
４
２
ｍ
）、
陀
峯
山

（
標
高
４
３
８
ｍ
）、
砲
台
山
（
標
高
４
０
１
ｍ
）、
古

鷹
山
（
標
高
３
９
４
ｍ
）
な
ど
で
形
成
さ
れ
る
山
地

や
丘
陵
地
が
大
半
を
占
め
ま
す
。
ま
と
ま
っ
た
平
地

部
と
し
て
は
、
海
岸
線
の
一
部
と
江
田
島
町
の
中
央
、

江
田
島
町
・
大
柿
町
の
境
界
に
接
し
て
い
る
江
南
・

飛
渡
瀬
、
能
美
町
の
中
町
・
鹿
川
、
大
柿
町
の
大
原

の
４
地
区
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
の
地

区
に
人
口
と
都
市
機
能
が
集
積
し
て
い
ま
す
。

沖美町のカキひびとカキいかだ

0304



海と山と人の島

　青
く
広
が
る
海
と
空
、
波
お
だ
や

か
な
瀬
戸
の
多
島
美
。
移
り
ゆ
く
景

色
を
堪
能
し
な
が
ら
島
を
巡
る
と
、

オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
の
露
天
風
呂
が

あ
る
シ
ー
サ
イ
ド
温
泉
の
う
み
や
、

取
れ
立
て
の
海
の
幸
を
購
入
で
き
る

海
辺
の
新
鮮
市
場
、
海
に
ポ
ッ
カ
リ

と
浮
か
ぶ
能
美
海
上
ロ
ッ
ジ
、
白
亜

の
ヨ
ッ
ト
が
並
ぶ
沖
野
島
マ
リ
ー
ナ

な
ど
、
江
田
島
市
な
ら
で
は
の
「
遊

び
場
」
に
出
会
え
ま
す
。

　海
岸
線
を
の
ん
び
り
ド
ラ
イ
ブ
す

る
も
良
し
、
滞
在
し
て
ゆ
っ
た
り

じ
っ
く
り
過
ご
す
も
良
し
。
友
達
と

一
緒
に
、
家
族
み
ん
な
で
、
は
た
ま

た
一
人
旅
！？

　こ
の
島
の
楽
し
み
方

は
、
あ
な
た
次
第
で
す
。
さ
あ
、
潮

風
を
胸
一
杯
に
吸
い
込
ん
で
。

潮
風
の
中
で

五
感
を
満
た
す

海模様一
年
中
遊
べ
る

温
暖
な

瀬
戸
の
島

沖野島マリーナ
（おおがき海の駅）
ヨット・ボート等の係留施設の

外、海洋技術の教育、各種セミ

ナーの開催等を行っています。

シーサイド温泉のうみ

長浜海水浴場

海辺の新鮮市場

ヒューマンビーチ長瀬
能美海上ロッジ（のうみ海の駅）

国立江田島青少年交流の家

サンビーチおきみ
入鹿海岸

沖野島マリーナ
（おおがき海の駅）

オトナも
楽 し む
海 遊 び

サンビーチおきみ
全室オーシャンビューで、展望浴場の

ある宿泊施設です。目の前は入鹿海岸。

絶好のロケーションが魅力です。

シーサイド温泉のうみ
源泉湯46℃を誇る瀬戸内海でも有数の

温泉で、湯船から眺める海は、心を癒や

してくれます。露天風呂をはじめ、うた

せ湯、ジェットバス、サウナ風呂、家族

風呂など多彩なお風呂があり、さらには

ビーチテラスでのバーべキューも味わえ

る、楽しさいっぱいの温泉です。

海辺の新鮮市場
地元で取れた水産物の直販施設で、漁協

青年部の直営により、新鮮で安心した魚

を販売しています。

能美海上ロッジ
（のうみ海の駅）
数多くある国民宿舎の中でも特にユ

ニークさを誇る「海に浮かぶロッジ」で、

本市の観光拠点となっています。

0506

海
と
山
と
人
の
島
／
海
の
魅
力



体
験
型
観
光

入鹿海岸
瀬戸内海の美しい自然に囲まれた砂浜

（約500ｍ）には、多くの海水浴客や釣

り客が訪れています。

長浜海水浴場
長浜は、広島県の海岸環境保全地区に

指定され、整備が行われています。長

浜海水浴場はその核となるマリン施設

です。

国立江田島青少年交流の家
学習活動、スポーツ活動、武道活動、

野外活動など、教育研修活動で多く利

用されている施設です。野外研修に特

色があり、無料のキャンプ場も備えて

います。

http://etajima.niye.go.jp/

観
光
吾
智
網
漁 

※
1

﹇
期
間
／
5
月
15
日
〜
6
月
10
日
﹈

く
ろ
鯛
（
チ
ヌ
）
を
は

じ
め
鯛
、
カ
レ
イ
、

皮
ハ
ギ
な
ど
の
魚
が

た
く
さ
ん
取
れ
て
い

ま
す
。
お
友
達
同
士

で
、
遊
漁
の
1
日
（
心

の
休
息
）
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

観
光
潮
干
狩
（
あ
さ
り
） 

※
1

﹇
期
間
／
４
月
〜
９
月
﹈

市
内
2
カ
所
の
干
潟

は
、
県
内
有
数
の
貝

掘
り
の
メ
ッ
カ
と
し

て
人
気
を
集
め
て
い

ま
す
。

カ
キ
打
ち
体
験 

※
1

﹇
期
間
／
11
月
〜
４
月
﹈

一
粒
カ
キ
出
荷
体
験 

※
1

﹇
期
間
／
7
月
〜
9
月（
火
・
木
）週
2
回
﹈

定
置
網
見
学 

※
1

﹇
期
間
／
４
月
〜
6
月
﹈

タ
コ
壺
・
刺
網
体
験 

※
1

﹇
期
間
／
４
月
〜
6
月
﹈

海
辺
の
生
物
観
察 

※
2

﹇
期
間
／
3
月
〜
10
月
﹈

お
問
い
合
わ
せ
先

※
1
… 

ふ
る
さ
と
交
流
館

　
　
　
☎
0
8
2
3（
4
2
）4
8
7
1

※
2
… 

大
柿
環
境
館

　
　
　
☎
0
8
2
3（
5
7
）2
6
1
3

「
あ
ん
ば
い
で

育
ち
が
違
う
。

そ
こ
が
面
白
い
」

マルサ・
やながわ水産有限会社

代表取締役
やながわ まさのり　　　

柳川 政憲さん

　
こ
こ
の
海
は
水
質
が
い
い
。
だ
か

ら
生
食
に
適
し
て
い
る
ん
で
す
。「
う

ま
味
が
強
く
、
あ
ま
い
」
と
言
わ
れ

ま
す
ね
。
ぜ
ひ
生
で
食
べ
て
ほ
し
い
。

　
カ
キ
の
養
殖
は
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

い
か
だ
に
つ
る
し
た
後
も
、
海
か
ら

何
度
も
引
き
上
げ
成
長
を
確
認
し
、

水
深
や
漁
場
を
変
え
な
が
ら
、
ベ
ス

ト
な
状
態
を
保
ち
ま
す
。
判
断
一
つ

で
身
の
育
ち
方
や
味
が
変
わ
る
の
で
、

常
に
真
剣
勝
負
。「
手
間
を
惜
し
ま
ず

妥
協
せ
ず
」
が
ポ
リ
シ
ー
で
す
。
い

い
も
の
を
作
り
た
い
か
ら
、
採
種
に

使
う
ホ
タ
テ
の
殻
の
産
地
ま
で
、
徹

底
的
に
こ
だ
わ
り
抜
い
て
い
ま
す
。

　
お
す
す
め
の
食
べ
方
は
、
素
材
の

味
が
楽
し
め
る
カ
キ
シ
ャ
ブ
で
す
。

温
め
た
日
本
酒
に
生
ガ
キ
を
サ
ッ
と

く
ぐ
ら
せ
る
だ
け
。
簡
単
な
の
で
試

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
ん
さ
ん
と
降
り
注
ぐ
強
い
日
差

し
が
、
海
面
を
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
に
輝

か
せ
る
…
…
。
江
田
島
市
に
は
、
夏

の
海
を
満
喫
で
き
る
「
遊
び
場
」
が

た
く
さ
ん
。

　
真
っ
白
な
砂
浜
が
続
く
入
鹿
海

岸
や
、
南
に
向
か
っ
て
広
が
る
長

浜
海
水
浴
場
、
整
備
の
行
き
届
い
た

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ビ
ー
チ
長
瀬
な
ど
、
東

西
南
北
に
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
が
点
在

し
て
い
ま
す
。
隠
れ
家
的
な
ビ
ー
チ

も
あ
り
、
島
中
に
魅
力
が
散
ら
ば
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
魚
釣
り
や
潮
干
狩
り
、
カ
キ

打
ち
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
た

体
験
型
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
遊
び
も
充

実
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
の
よ
う
に
、
太
陽

と
一
緒
に
過
ご
す
、
と
び
っ
き
り
の

休
日
。
忙
し
い
毎
日
か
ら
心
と
体
を

解
放
し
て
、
キ
ラ
キ
ラ
し
た
思
い
出

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

「
お
気
に
入
り
」
を

探
そ
う

太
陽
と
遊
ぶ

H
A
P
P
Y

ホ
リ
デ
ー

　
広
島
県
は
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
カ

キ
ど
こ
ろ
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
養

殖
を
始
め
て
４
５
０
年
と
も
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
江
田
島
市
は
、
む
き
身
の

生
産
量
が
日
本
で
も
一
・
二
を
争
う

カ
キ
の
本
場
。
実
は
、
カ
キ
い
か
だ

の
数
で
も
日
本
一
な
ん
で
す
。
無
数

の
カ
キ
い
か
だ
が
海
面
に
浮
か
ぶ
情

緒
豊
か
な
風
景
は
、
見
る
人
を
郷
愁

に
誘
い
ま
す
。

　
島
を
訪
れ
た
ら
、
ぜ
ひ
本
場
の
カ

キ
を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
瀬

戸
の
美
し
い
海
で
育
っ
た
カ
キ
は
、

身
が
引
き
締
ま
っ
て
い
て
風
味
豊

か
、
口
に
入
れ
た
瞬
間
の
プ
リ
プ
リ

し
た
食
感
が
た
ま
り
ま
せ
ん
。

　「
海
の
ミ
ル
ク
」
と
称
さ
れ
る
ほ

ど
栄
養
価
も
抜
群
。
亜
鉛
や
タ
ウ
リ

ン
、
ビ
タ
ミ
ン
B
群
な
ど
、
不
足
し

が
ち
な
栄
養
素
を
豊
富
に
含
ん
で
い

ま
す
。
近
年
は
、
一
年
中
食
べ
ら
れ

る
新
し
い
タ
イ
プ
の
カ
キ
「
ひ
と
つ

ぶ
く
ん
」
も
誕
生
し
て
い
ま
す
。

味
わ
い
深
い

カ
キ
の
話

食
は
大
人
の

遊
び
の
一
つ

カ
キ
は
言
葉
を
話
さ
な
い

だ
か
ら
自
分
の
目
で
判
断

ヒューマンビーチ長瀬
夏には、たくさんの海水浴客でにぎわう

全長400mの人工海浜です。シャワー、

更衣室、トイレを完備しています。

カキの水揚げ
出荷の時期になると、早朝、

船でカキいかだへと向か

い、海中から引き揚げます。
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キャンプ場と音楽広場がありま
す。キャンプ場には、オートキャ
ンプ場とテントサイトがあり、遊
歩道から、真道山パノラマ展望台
へ行けます。音楽広場には、野外
ステージ・録音スタジオ・練習ス
タジオがあります。4棟あるコ
テージでは、合宿をしながらスタ
ジオも利用できます。

真道山森林公園
瀬戸内海の美しい自然に囲まれ、
四季を通じて市民の「安らぎの場」
となっています。また、近郊の住
民や観光客が楽しめる「観光レク
リエーション広場」としても親し
まれています。

鹿田公園
瀬戸内海国立公園に属している沖
美町は、風光明媚な多島美で知ら
れ、多くの人たちが訪れていま
す。特に山頂に至るまでの眺望は
素晴らしく、林道（5.7㎞）と遊歩
道周辺には約90種類もの花木が
生育し、野鳥の観察や森林浴が楽
しめます。山頂には、明治時代に
建築された総面積198,000㎡もの
砲台跡が保存されており、近隣に
は、鶴原砲台跡やがんね鼻砲台跡
もあります。平成21年度には、
土木学会の選奨土木遺産を受けま
した。

砲台山森林公園
市内各所にある桜の名所の一つで
す。約150本の桜の中、くつろい
で春の一日が楽しめます。また、
公園から秋月に至る県道は、桜街
道と呼ばれ、まるで桜のトンネル
のようです。

江田島公園

羅漢石

真道山森林公園

江田島公園

古鷹山森林公園

水島観光さつき園

鹿田公園

鹿川の大ソテツ

砲台山森林公園

山模様　
自
然
環
境
は
、
島
の
自
慢
。
海
の

美
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
魅
力
は

大
地
に
も
!　
雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ
が

望
め
る
山
頂
の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
や

緑
豊
か
な
公
園
、
さ
ま
ざ
ま
な
花
の

名
所
な
ど
、
大
自
然
を
満
喫
で
き
る

場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
瀬
戸
内
の
多
島
美
を
楽
し
み
た
い

な
ら
、
砲
台
山
森
林
公
園
や
陀
峯
山

パ
ノ
ラ
マ
展
望
台
、
キ
ャ
ン
プ
や
ス

ポ
ー
ツ
な
ら
、
真
道
山
森
林
公
園
、

鹿
田
公
園
へ
。
桜
の
シ
ー
ズ
ン
は
江

田
島
公
園
や
約
２
㎞
の
桜
並
木
が
続

く
桜
街
道
が
お
す
す
め
で
す
。
海
上

自
衛
隊
第
１
術
科
学
校
に
は
、
軍
歌

で
歌
わ
れ
た
「
同
期
の
桜
」
の
木
が

あ
り
ま
す
。

　
見
ど
こ
ろ
、
遊
び
ど
こ
ろ
が
い
っ

ぱ
い
詰
ま
っ
た
島
の
自
然
で
、
心
も

体
も
ま
る
ご
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

空
気
も
景
色
も

カ
ラ
ダ
中
で
E
N
J
O
Y

自
然
は
最
高
の

お
も
ち
ゃ
箱

鹿川水源池公園
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体
験
型
観
光

海に向かって一列に並ぶその姿が、
悲しみの最後を遂げた平家一族に、
鎮魂の祈りを捧げているように見え
ることから、羅漢石と呼ばれるよう
になりました。

羅漢石

林道沿線に植えられた多数の桜がき
れいで、森林浴やハイキングを楽し
みに、島外からも大勢の人が訪れま
す。

古鷹山森林公園

緑と山々に囲まれ、色とりどりのさ
つき約10,000株が咲きそろいます。
見ごろは5月連休ごろ。

水島観光さつき園

徳勢家の庭にある県下最大のソテツ。
胸高幹囲約6m、樹高約5m。昭和
25年2月22日、県の天然記念物に
指定されています。弘長年間（1261
～1264）に、屋久島より持ち帰り植
樹されたと伝えられています。

鹿川の大ソテツ

み
か
ん
狩
り

﹇
期
間
／
2
月
〜
3
月
・
12
月
﹈

江
田
島
の
み
か
ん
は

と
て
も
甘
い
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

収
穫
・
肥
料
や
り
・

草
取
り
作
業
の
体
験

が
で
き
ま
す
。

イ
チ
ゴ
の
も
ぎ
取
り

﹇
期
間
／
3
月
中
旬
〜
5
月
﹈

沖
美
町
の
特
産
品
の
「
イ
チ
ゴ
」。
品
種
は

『
レ
ッ
ド
パ
ー
ル
』で
、

「
ア
イ
ベ
リ
ー
」と「
と

よ
の
か
」
を
交
配
し

て
選
抜
に
選
抜
を
重

ね
て
完
成
さ
せ
た
品

種
で
す
。
ラ
ン
ナ
ー

の
摘
み
取
り
・
枯
葉

の
整
理
な
ど
が
体
験

で
き
ま
す
。

キ
ュ
ウ
リ
の
も
ぎ
取
り

﹇
期
間
／
11
月
〜
12
月
・
４
月
〜
6
月
﹈

ト
マ
ト
の
も
ぎ
取
り

﹇
期
間
／
3
月
〜
6
月
﹈

花
作
り
農
業
体
験

﹇
期
間
／
12
月
〜
3
月
﹈

地
鶏
の
卵
拾
い

乗
馬
体
験

竹
炭
作
り
体
験

陶
芸
体
験

﹇
期
間
／
通
年
﹈

お
問
い
合
わ
せ
先

ふ
る
さ
と
交
流
館

☎
0
8
2
3
（
4
2
）
4
8
7
1

「
手
間
が
か
か
る

か
ら
こ
そ
、愛
情

も
ひ
と
し
お
」

　
み
か
ん
作
り
歴
40
年
。
以
前
は
兼

業
で
し
た
が
、
今
は
農
業
一
筋
で
す
。

　
み
か
ん
の
木
が
実
を
付
け
る
よ
う

に
な
る
ま
で
約
３
年
、
商
品
化
で
き

る
ま
で
約
５
年
の
歳
月
を
要
し
ま

す
。
黒
点
病
な
ど
か
ら
果
実
を
守
る

た
め
消
毒
を
し
た
り
、
摘
果
作
業
を

し
た
り
と
、
一
年
中
、
朝
か
ら
晩
ま

で
働
い
て
い
ま
す
よ
。
一
番
忙
し
い

の
は
収
穫
時
期
。
傷
を
付
け
な
い
よ

う
、
ハ
サ
ミ
で
一
つ
一
つ
細
心
の
注

意
を
払
い
な
が
ら
摘
み
取
る
の
で
、

時
間
が
か
か
り
ま
す
ね
。
土
地
が
急

傾
斜
で
一
輪
車
を
押
す
の
も
大
変
で

す
が
、
毎
年
近
所
の
方
が
手
伝
い
に

来
て
く
れ
て
、
と
て
も
助
か
っ
て
い

ま
す
。

　
丹
精
込
め
て
作
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
収
穫
前
の
熟
し
た
み
か
ん
を
見

る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

一
本
の
木
を

育
て
る
の
に
約
５
年

　
心
地
よ
い
花
の
香
り
に
包
ま
れ
る

春
、
深
緑
の
中
で
癒
や
さ
れ
る
夏
、

色
鮮
や
か
な
紅
葉
に
感
動
す
る
秋
、

凜
と
し
た
空
気
を
感
じ
る
冬
。
四
季

折
々
、
表
情
を
変
え
る
大
自
然
が
、

訪
れ
る
人
を
温
か
く
迎
え
て
く
れ
る

島
で
す
。
空
気
の
澄
ん
だ
山
々
を
、

季
節
の
花
咲
く
公
園
を
、
ゆ
っ
く
り

の
ん
び
り
歩
く
の
も
江
田
島
市
の
楽

し
み
方
の
一
つ
で
す
。

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
派
に
は
、
五
感
を
フ

ル
稼
働
さ
せ
て
遊
べ
る
体
験
型
観
光

が
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。
旬
の
恵
み
を

た
っ
ぷ
り
と
堪
能
で
き
る
味
覚
狩
り

を
は
じ
め
、
農
業
な
ど
の
産
業
体
験
、

大
自
然
を
ス
テ
ー
ジ
に
し
た
ス
ポ
ー

ツ
体
験
な
ど
、
多
彩
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
自
然
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、

忘
れ
て
い
た
子
ど
も
心
を
思
い
出
し

て
。
こ
の
島
で
元
気
を
チ
ャ
ー
ジ
し

ま
せ
ん
か
！

大
人
の
コ
コ
ロ
が

癒
や
さ
れ
る
場
所

休
み
の
日
は

無
邪
気
に

ピ
ク
ニ
ッ
ク

　
瀬
戸
内
の
潮
風
と
太
陽
の
日
差
し

を
浴
び
て
育
っ
た
江
田
島
の
み
か
ん

は
、
甘
く
て
果
汁
た
っ
ぷ
り
。
栽
培

に
適
し
た
立
地
条
件
と
長
年
の
栽
培

研
究
の
た
ま
も
の
で
す
。
古
く
か
ら

今
も
、
日
本
各
地
に
出
荷
さ
れ
、
好

評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　
実
り
の
季
節
を
迎
え
る
10
月
下
旬

か
ら
、
山
の
斜
面
は
見
事
な
オ
レ
ン

ジ
色
で
彩
ら
れ
ま
す
。
色
濃
く
熟
し

た
果
実
と
深
緑
の
葉
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
は
、
目
に
も
鮮
や
か
。
見
て
い

る
だ
け
で
楽
し
く
な
る
風
景
で
す
。

せ
っ
か
く
だ
か
ら
味
わ
い
た
い
と
い

う
方
は
、
み
か
ん
狩
り
へ
Ｇ
Ｏ
!
　

　
港
ま
で
送
迎
付
き
の
観
光
み
か
ん

園
や
園
内
で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
料
理
を

満
喫
で
き
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　
自
分
の
手
で
収
穫
し
た
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
み
か
ん
は
格
別
で
す
。
口
の

中
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
甘
酸
っ
ぱ
さ

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

古鷹山森林公園

広
島
み
か
ん
を

丸
ご
と
味
わ
う

甘
酸
っ
ぱ
く
て

な
ん
だ
か

懐
か
し
い
味

  に たん だ  はじめ

二反田 肇さん
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キ ク み か ん

ス イ ー ト ピ ーか き ラ ー メ ン

竹 炭 青 汁 お 酒

ネーブルマーマレード

み か ん 羊 羹

カ キ

地 鶏

キ ュ ウ リ

ち り め ん ・ い り こ

イ チ ジ ク ゼ リ ー

島
の
恵
み

仕掛ける島人

実り模様

プチヴェール青汁「緑の力」開発者
おお  せ   ど  ただし　　 

株式会社クライムONE 代表取締役社長  大勢登 正さん

　
プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル
青
汁
「
緑
の
力
」
の

生
産
・
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル
と
は
、
ケ
ー
ル
と

芽
キ
ャ
ベ
ツ
の
交
配
に
よ
り
生
ま
れ

た
新
野
菜
。
栄
養
価
が
高
く
、
甘
み

と
コ
ク
が
特
長
で
す
。
そ
の
青
葉
の

部
分
を
絞
っ
て
加
工
し
た
の
が
「
緑

の
力
」
で
す
。
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
癖

が
な
く
、
従
来
の
青
汁
よ
り
も
飲
み

や
す
い
と
好
評
で
す
。
実
や
花
の
芽

は
、
サ
ラ
ダ
な
ど
に
使
え
ま
す
。

　
江
田
島
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

産
業
を
! 

と
事
業
を
立
ち
上
げ
た

の
が
３
年
前
で
す
。
土
づ
く
り
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
約
３
０
０
０
本

を
自
分
の
手
で
育
て
て
い
ま
す
。
植

え
付
け
や
収
穫
は
も
ち
ろ
ん
大
変
で

す
が
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
極
力
使

わ
な
い
た
め
、
害
虫
・
土
づ
く
り
も

一
苦
労
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
「
安
心
！ 

広
島
ブ
ラ
ン
ド
」
特
別
栽
培
農
産
物

に
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
試
行

錯
誤
を
繰
り

返
し
な
が
ら

日
々
の
成
長

を
見
守
っ
て
い

る
と
、
一
本
一

本
に
愛
着
が
わ
い
て
き
ま
す
。
子
育

て
の
よ
う
な
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す

よ
。

　
今
で
は
、
島
内
の
十
数
軒
の
農
家

で
委
託
生
産
を
し
て
い
ま
す
。
江
田

島
市
の
新
た
な
特
産
品
と
し
て
定
着

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

島
の
新
た
な
特
産
品
、

自
然
農
法
の
有
機
野
菜

海の幸と山の幸をはぐくむのは、島
の自然と人々の情熱です。島の幸の
代表格が、カキとみかん。手塩にか
けて育てられた、カキの一粒一粒、
みかんの一つ一つが絶品です。島の
恵みと人々の思いのこもった特産品
をご堪能ください。

江田島市では、島の恵みが四季を通
して楽しめます。またさまざまな工
夫で、その豊かな自然と実りを活用
した、ちょっと粋な特産品も誕生し
ています。お気に入りの一品を島の
実りの中から探してみませんか。

　
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
江
田
島
市
は
、

海
の
幸
が
豊
富
で
す
。
島
を
代
表
す
る
特

産
品
と
い
え
ば
、
や
は
り
カ
キ
。
近
年
は
、

一
粒
一
粒
大
切
に
育
て
ら
れ
た
最
高
級
の

江
田
島
カ
キ
「
ひ
と
つ
ぶ
く
ん
」
が
好
評

で
す
。
ほ
か
に
も
、
新
鮮
な
素
材
を
用
い

旨
み
を
引
き
出
し
た
、
ち
り
め
ん
や
い
り

こ
、
お
土
産
に
も
最
適
な
か
き
ラ
ー
メ
ン
、

い
り
こ
み
そ
な
ど
、
水
産
加
工
品
の
数
々

で
、
瀬
戸
内
の
味
覚
を
楽
し
め
ま
す
。

　
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
山
の
幸
を
満

喫
で
き
る
の
も
、
こ
の
島
の
魅
力
。
太
陽

の
光
を
た
っ
ぷ
り
受
け
て
育
っ
た
甘
い
み

か
ん
は
、「
広
島
み
か
ん
」と
し
て
全
国
へ
。

ネ
ー
ブ
ル
オ
レ
ン
ジ
、
デ
コ
ポ
ン
、
イ
チ

ジ
ク
…
…
い
ろ
い
ろ
な
果
物
が
栽
培
さ
れ

て
い
ま
す
。
み
か
ん
羊
羹
、
ネ
ー
ブ
ル

マ
ー
マ
レ
ー
ド
な
ど
、
愛
情
と
知
恵
が
詰

ま
っ
た
加
工
品
も
人
気
で
す
。

　
海
あ
り
、
山
あ
り
の
江
田
島
市
に
は
、

お
い
し
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
。
ぜ
ひ
島
の

恵
み
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

大
自
然
が
は
ぐ
く
ん
だ

島
自
慢
の「
ご
ち
そ
う
」た
ち

江
田
島
生
ま
れ
の

海
の
幸
と

山
の
幸

プチヴェール青汁
「緑の力」30袋入り
3,465円（消費税込）

お問い合わせ
株式会社クライムONE
☎0823（48）0019
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島の歴
史と偉

人

　貴
重
な
文
化
財
や
歴
史
の
息
吹

を
感
じ
さ
せ
る
史
跡
は
、
江
田
島
市

の
大
切
な
財
産
で
す
。
中
で
も
幹
部

候
補
生
学
校 （
旧
海
軍
兵
学
校
）
は
、

通
称
「
赤
レ
ン
ガ
」
と
呼
ば
れ
、
全

国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
設
計
は

そ
の
名
を
馳
せ
た
イ
ギ
リ
ス
人
建
築

家
ジ
ョ
ン
・
ダ
イ
ア
ッ
ク
。
明
治
26

年
、
生
徒
の
教
育
施
設
と
し
て
建
築

さ
れ
ま
し
た
。
構
内
に
あ
る
教
育
参

考
館
に
は
、
旧
海
軍
関
係
の
資
料
な

ど
約
1
2
0
0
点
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　島
内
に
は
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に

多
く
の
戦
死
者
を
出
し
て
座
礁
し
た

重
巡
洋
艦
利
根
の
資
料
館
や
、
江
田

島
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え
る
学
び
の

館
な
ど
、
歴
史
を
肌
で
感
じ
学
べ
る

施
設
が
点
在
し
ま
す
。

伝
承
を
巡
り
歩
こ
う

歴
史
に

触
れ
る
も

楽
し
み
の
一
つ

幹部候補生学校 （旧海軍兵学校）
明治21年に東京・築地から移転して以来、幾多の逸材を輩出し

ました。赤レンガの旧生徒館などが昔日の面影を今に伝えます。

軍艦利根資料館
太平洋戦争末期、江田島湾奥に避難停泊していた重巡洋

艦「利根」は、昭和20年米軍機の襲撃を受け、乗員128名

の戦死者を出し、トトウガ鼻沖に座礁しました。昭和40年

に慰霊碑を建立し、保存会を結成。碑の周囲一帯を「利根

公園」とし、昭和62年「軍艦利根資料館」を建設しました。

学びの館
江田島の歴史と文化を後世に伝える場所として、また

市民の体験学習の場として建てられました。館の外

は、江田島の四季の美しさを凝縮した公園となってお

り、訪れる人の憩いの場として利用されています。

歴史模様

海上自衛隊第1術科学校

軍艦利根資料館

大柿地区歴史資料館
（灘尾記念文庫）

平大臣跡

入鹿明神社

六角紫水の碑

鈴木三重吉文学碑

学びの館

砲台山森林公園
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史
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史
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砲台山森林公園
砲台跡を散策しながら森林浴が楽し

め、内海の島々が一望できます。また、

遊歩道には四季を通じて楽しめる花木

90種類が生育しています。

　
数
百
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
江
田

島
八
幡
宮
や
、
海
岸
に
建
つ
入
鹿
明

神
社
、
明
治
時
代
に
砲
台
山
山
頂
に

築
造
さ
れ
た
砲
台
跡
…
…
。
荘
厳
な

社
寺
仏
閣
や
史
跡
が
大
自
然
と
調
和

す
る
姿
は
、
見
る
人
の
心
を
魅
了
し

て
や
み
ま
せ
ん
。
陀
峯
山
の
羅
漢
石

や
平
大
臣
跡
な
ど
、
平
家
伝
説
に
ま

つ
わ
る
史
跡
も
豊
か
な
自
然
に
抱
か

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
江
田
島
市
は
、
漆
工
芸
界
の

先
駆
者
で
あ
る
六
角
紫
水
、
元
衆
議

院
議
長
の
灘
尾
弘
吉
を
筆
頭
に
、
多

く
の
偉
人
･
文
人
を
輩
出
し
て
き
ま

し
た
。
先
人
の
足
跡
や
人
柄
を
示
す

作
品
や
手
紙
、
愛
読
書
な
ど
を
公
開

す
る
歴
史
資
料
館
は
、
一
見
の
価
値

が
あ
り
ま
す
。

　
悠
久
の
刻
に
思
い
を
は
せ
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
持

つ
歴
史
遺
産
を
巡
っ
て
み
て
は
？

き
っ
と
何
か
を
得
ら
れ
ま
す
よ
。

自
然
に
溶
け
込
ん
だ

島
の
来
歴

歴
史
と
共
に

風
光
明
媚
も

体
感
す
る

六
角 

紫
水

Rokkaku Shisui

島
の
偉
人国宝・世界遺産を守った漆芸作家

六角紫水の碑
六角紫水先生の業績を後世に伝えるため、

生家の跡地に顕彰碑が建立されています。

「彩漆杜若の図」
明治34 年
大柿地区歴史資料館

「六角紫水デザイン
麒麟ビール瓶」
昭和8年4月1日～
昭和18年製造
大柿地区歴史資料館

鈴木三重吉文学碑
旧下田屋敷跡の碑に刻まれている

「親のそばでは泣くにも泣けぬ沖の

小島へいって泣く」は、能美島滞

在中の三重吉の心境を友人に書き

送った手紙の一節です。

平大臣跡べだいじんあと

病気で亡くなった平家の武将

を祀るために立てられた祠と

いわれています。

大柿地区歴史資料館（灘尾記念文庫）
漆工芸界の先駆者「六角紫水」の足跡と人柄を示す作品、すずり箱、

手紙などの展示や、元衆議院議長灘尾弘吉が所蔵愛読になった書

籍を広く公開しています。

　
1
8
6
7
年
３
月
20
日
、
大
柿
町

大
原
に
藤
岡
半
右
ヱ
門
の
長
男
と
し

て
誕
生
。
幼
名
は
忠
太
郎
。
1
8
8
3

年
、
広
島
師
範
学
校
卒
業
。
当
地
で

教
員
を
勤
め
た
後
に
上
京
し
、
東
京

美
術
学
校
に
第
一
期
生
と
し
て
入

学
。
漆
工
を
専
攻
。
卒
業
後
、
六
角

家
の
養
子
と
な
り
、
雅
号
を
紫
水
と

し
ま
し
た
。

　
東
京
美
術
学
校
助
教
授
に
就
任

し
、
岡
倉
天
心
と
国
内
の
古
美
術
を

研
究
。
1
9
0
4
年
に
は
、
岡
倉
天

心
、
横
山
大
観
ら
と
渡
米
。
ボ
ス
ト

ン
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
で
東

洋
美
術
品
の
整
理
に
従
事
し
ま
し

た
。
朝
鮮
の
楽ら

く

浪ろ
う

古
墳
出
土
漆
器
の

研
究
に
も
携
わ
り
、
後
に
、『
東
洋

漆
工
史
』
を
記
し
て
い
ま
す
。

　
1
9
2
4
年
、
母
校
の
教
授
に
就

任
。
子
弟
の
教
育
指
導
に
当
た
り
な

が
ら
研
究
、
制
作
活
動
を
続
け
、
パ

リ
万
国
博
覧
会
で
大
賞
碑
、
第
十
一

回
帝
展
で
帝
国
美
術
院
賞
を
受
賞
。

帝
国
芸
術
院
会
員
な
ど
を
歴
任
し
、

日
本
の
漆
工
史
に
輝
か
し
い
足
跡
を

残
し
ま
し
た
。

　
生
涯
を
か
け
て
、
美
術
工
芸
の
継

承
と
発
展
、後
進
の
育
成
、文
化
財
の

調
査
保
護
な
ど
に
貢
献
し
、
漆
工
界

の
第
一
人
者
と
い
わ
れ
た
六
角
紫
水
。

　
中
で
も
特
筆
す
る
べ
き
業
績
は
、

日
本
の
伝
統
的
文
化
財
が
存
続
の
危

機
に
直
面
し
た
近
代
に
お
い
て
、
こ

れ
ら
を
調
査
す
る
た
め
全
国
を
駆
け

巡
り
、
中
尊
寺
金
色
堂
（
国
宝
）
や

厳
島
神
社
社
殿
（
世
界
遺
産
）、
古
社

寺
文
化
財
の
修
繕
、
保
護
を
推
進
し

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
現
存
す
る
国
宝

や
世
界
遺
産
の
中
に
、
紫
水
の
偉
業

が
し
っ
か
り
と
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
多
彩
な
才
能
が
垣
間
見
え
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
…
…
。

　
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ

ン
は
、
1
8
8
8
年
の
発
売
当
時
、

真
っ
赤
な
太
陽
の
前
を
小
さ
な
キ
リ

ン
が
走
っ
て
い
る
も
の
で
し
た
。
そ

れ
で
は
分
か
り
に
く
い
と
の
声
を
受

け
、
現
在
の
ラ
ベ
ル
の
原
型
と
な
る

麒
麟
の
図
柄
を
考
案
し
た
の
が
、
紫

水
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

江
田
島
市
か
ら
世
界
へ

伝
統
文
化
保
護
の
た
め

日
本
全
国
を
奔
走

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
ラ
ベ
ル

「
麒
麟
」
デ
ザ
イ
ン
伝
説
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かき（花卉）カキ（牡蠣）
マラソン
花の町と海の養殖カキの産地にちなんだ

イベントです。殻つきカキの食べ放題や地

元生産者による格安の「ふるさと特産品」

販売は好評を博しています。

□3月上旬／沖美町

島を楽しむ人たち

　
一
年
を
通
し
て
、
季
節
を
彩
る
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
盛
夏
の
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て

は
、
島
な
ら
で
は
の
個
性
あ
ふ
れ
る

祭
り
、
行
事
が
め
じ
ろ
押
し
。

　
海
に
囲
ま
れ
た
絶
好
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
生
か
し
て
、
水
上
花
火
が

打
ち
上
げ
ら
れ
る
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

は
、
島
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ

る
人
気
の
夏
祭
り
で
す
。
厳
島
神
社

の
管
弦
祭
に
由
来
し
た
お
か
げ
ん
さ

ん
は
、
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
伝
統
行
事
で
、
ろ
う
そ
く
の
火
を

と
も
し
た
麦
わ
ら
の
舟
が
川
面
を
漂

う
様
が
幻
想
的
で
す
。
水
軍
和
太
鼓

の
演
奏
や
合
戦
絵
巻
が
再
現
さ
れ
る

お
き
み
水
軍
フ
ェ
ス
タ
も
、
夏
の
風

物
詩
に
な
っ
て
い
ま
す
。

島
の
歳
時
記 

︱ 

春

島
の
歳
時
記 

︱ 

春管弦祭舟流し（おかげんさん）
厳島神社の管弦祭に由来した祭。麦わらで作っ

た舟に子どもたちが色紙などで飾りをつけ、

ろうそくの灯をともして海に浮かべます。

□7月中旬／江田島町

桜街道
桜の名所である樹齢40年の桜並木は、4月初旬

200ものちょうちんでライトアップされ、見る人

の目を楽しませます。

□4月初旬／江田島町

水島観光さつき園
さつき祭り
毎年5月の連休には、さつきが咲き乱れる中、

「さつき祭り」が行われます。

□5月初旬／能美町

島
で
し
か
味
わ
え
な
い

体
験
の
数
々

魅
力
的
な

人
々
が

奏
で
る
一
年

島
の
歳
時
記 

︱ 

夏

島
の
歳
時
記 

︱ 

夏

島ひきおにイベント
大柿町ゆかりの児童文学作家、山下明

生さんの「島ひきおに」の舞台になっ

た場所でヨット体験航海、カヌー教室

を開催します。

□8月初旬／大柿町

おきみ水軍フェスタ
水軍和太鼓の演奏、合戦絵巻の再現

に、打ち上げ花火も見られます。また

当日は、もちまき大会や地元商工会な

どによる夜店も出店します。

□8月下旬／沖美町

サマーフェスタ
江田島湾で1500発の打ち上げ花火が

見られます。会場の海上自衛隊第1術

科学校（旧海軍兵学校）は、盆踊り・

夜店でにぎわいます。

□8月上旬／江田島町

大柿町納涼まつり
夕方から行われる納涼イベントです。

会場には出店などがあり、夕すずみに

多数の人が訪れます。

□7月下旬／大柿町

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト

公
民
館
ま
つ
り

﹇
期
間
／
3
月
初
旬
﹈

﹇
会
場
／
江
田
島
町
・
能
美
町
・
沖
美
町
・

大
柿
町
﹈

盆
踊
り

﹇
期
間
／
8
月
14
日
〜
16
日
﹈

﹇
会
場
／
各
町
内
各
地
区
﹈

楽しみは
一 年 中
─島の歳時記─

ひと模様
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島
を
楽
し
む
人
た
ち
／
島
の
歳
時
記



仕掛ける島人

お
問
い
合
わ
せ

お
か
げ
ん
さ
ん
実
行
委
員
会 

☎
0
8
2
3（
4
3
）0
6
6
8

　
春
は
桜
が
咲
き
誇
り
、
日
が
暮
れ

る
と
、
ち
ょ
う
ち
ん
明
か
り
の
下
で

夜
桜
も
満
喫
で
き
ま
す
。
ま
た
5
月

に
は
色
と
り
ど
り
の
さ
つ
き
約
１
万

株
が
咲
き
誇
る
観
光
さ
つ
き
祭
り

も
、
連
日
多
く
の
花
見
客
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。

　
秋
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や

特
産
品
販
売
が
行
わ
れ
る
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
江
田
島
や
江
田
島
ま
る
ご

と
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
島
の
冬
の
味
覚
の
代
表
格
カ
キ
を

味
わ
い
た
い
な
ら
、
江
田
島
市
カ
キ

祭
へ
。
旬
の
新
鮮
な
カ
キ
を
使
っ
た

料
理
が
好
評
で
す
。

　
例
年
、
秋
と
冬
に
開
催
さ
れ
る
マ

ラ
ソ
ン
や
駅
伝
大
会
に
は
、
市
内
外

か
ら
多
数
の
参
加
者
が
あ
り
、
日
ご

ろ
の
成
果
を
競
い
ま
す
。
市
民
の
協

力
に
よ
っ
て
盛
り
上
げ
ら
れ
る
、
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
イ
ベ
ン
ト
が
多
い

の
も
、
江
田
島
市
の
特
長
で
す
。

島
の
歳
時
記 

︱ 

秋

島
の
歳
時
記 

︱ 

秋神社秋祭り
市内の神社では秋になる

と豊作を願い、ダイバ・

オタフク・獅子舞などの

神楽囃子が奉納されます。

□9月下旬

市美展
広く江田島市民から美術作品を公募し、

優れた作品を展示します。小学生から一

般の方まで、たくさんの作品を集め、創

作活動の振興や芸術文化の向上を図って

います。

□11月上旬／能美町

フェスティバル江田島
「国立江田島青少年交流の家」で毎年行わ

れ、スポーツ大会やステージショー、特

産品の販売など催し物がもりだくさん。

大勢の来場者でにぎわいます。

□未定／江田島町

江田島まるごとフェア
江田島市内の特産物の販売や、ゲストを

招いてステージショーなどが行われる産

業祭りです。女性会などの市内のグルー

プなども軽食や産物などを出店し、祭り

に彩りを添えます。

□11月初旬／能美町

ヒロシマMIKANマラソン
健康マラソンとして気軽に走れる種目や、

日本陸連公認コースを使ったハーフマラ

ソン種目もあります。豪華景品が当たる

抽選会や特産品が展示販売される産業祭

りも開催されます。

□10月下旬／大柿町

江田島市駅伝
市内外から参加した各チームが
健脚を競います。

□2月下旬／能美町・大柿町

江
田
島
市
を

丸
ご
と
満
喫
し
よ
う

四
季
を
通
し
て

一
年
中

楽
し
め
る

島
の
歳
時
記 

︱ 

冬

島
の
歳
時
記 

︱ 

冬
カキ祭
国内有数の水揚げ量を誇り、毎年2月初
旬ころにはカキ祭が開催されます。会場
では殻付きカキの試食、販売などがあり、
多数の人でにぎわいます。
□1月下旬～2月初旬／江田島町

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト

八
幡
神
社
例
大
祭

﹇
期
間
／
9
月
下
旬
﹈

﹇
会
場
／
江
田
島
町
・
能
美
町
﹈

新
宮
八
幡
宮
例
大
祭

﹇
期
間
／
9
月
下
旬
﹈

﹇
会
場
／
大
柿
町
﹈

観
光
み
か
ん
狩
り

﹇
期
間
／
10
月
上
旬
〜
12
月
上
旬
﹈

﹇
会
場
／
江
田
島
町
・
能
美
町
」

え
び
す
祭
（
豊
漁
祭
） 

﹇
期
間
／
11
月
中
旬
﹈

﹇
会
場
／
江
田
島
町
・
能
美
町
・
沖
美
町
・

大
柿
町
﹈

 おかげんさん祭り実行委員会 会長
しもかわ  かつひこ　  　 

有限会社しもかわ 代表取締役  下川 勝彦さん

　
お
か
げ
ん
さ
ん
祭
り
と
は
、
厳
島

神
社
の
管
弦
祭
に
由
来
し
た
祭
り
で

す
。
色
紙
な
ど
で
飾
り
付
け
た
麦
わ

ら
舟
に
ろ
う
そ
く
の
火
を
と
も
し
、

江
田
島
町
切
串
地
区
を
流
れ
る
長
谷

川
に
浮
か
べ
ま
す
。
一
説
に
よ
る
と
、

管
弦
祭
の
夜
に
島
の
子
ど
も
た
ち

が
、
麦
わ
ら
舟
に
火
を
つ
け
海
に
流

し
て
祭
り
を
祝
っ
た
と
の
こ
と
。
こ

の
伝
統
行
事
を
復
活
･
継
続
さ
せ
よ

う
と
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
平

成
21
年
で
37
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
祭
り
の
準
備
は
、
舟
の
材
料
と
な

る
麦
作
り
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
秋
に
種
ま
き
を
し
、
翌
年

の
６
月
ご
ろ
収
穫
。
地
域
の
方
と
一

緒
に
育
て
た
麦
を
使
っ
て
、
お
年
寄

り
の
方
に
教
わ
り
な
が
ら
舟
を
つ
く

り
ま
す
。
世
代
を
超
え
た
交
流
は
、

貴
重
な
体
験
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
祭
り
当
日
は
、
川
面
を
漂
う
麦
わ

ら
舟
の
灯
で
町
中
が
幻
想
的
な
雰
囲

気
に
。
メ
イ
ン
会
場
で
は
、
歌
や
大

正
琴
の
発
表
会
や
出
店
も
あ
り
に
ぎ

や
か
で
す
よ
。

　
地
域
が
一
体
と
な
り
、
つ
く
り
上

げ
る
大
切
な
伝
統
行
事
。
ず
っ
と
続

け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

世
代
を
超
え
て
地
域
が

一
つ
に
な
る
伝
統
行
事
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|
移
住
を
決
め
た
理
由
と

　
暮
ら
し
始
め
て
か
ら

児
玉
さ
ん
　
広
島
市
の
中
心
部
に
住
ん

で
い
ま
し
た
が
、
田
舎
で
子
ど
も
を
育

て
た
い
と
思
い
、
移
住
を
決
意
し
ま
し

た
。
当
初
は
農
業
を
専
業
で
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
現
実
的
に
は
難
し
い
た
め
、

今
は
別
の
仕
事
を
し
な
が
ら
農
業
を
し

て
い
ま
す
。
以
前
は
仕
事
が
忙
し
く
、

子
ど
も
と
接
す
る
時
間
が
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
移
住
し
て
か
ら
は

仕
事
量
も
セ
ー
ブ
し
、
妻
と
協
力
し
な

が
ら
、
で
き
る
だ
け
子
ど
も
と
一
緒
に

過
ご
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に

来
る
ま
で
は
、
私
も
子
ど
も
も
草
刈
り

一
つ
し
た
こ
と
が
な
い
状
態
。
苗
を
植

え
た
り
水
や
り
を
し
た
り
、
一
緒
に
作

業
を
し
な
が
ら
学
べ
る
こ
と
は
、
子
ど

も
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

仁
科
さ
ん
　
結
婚
を
機
に
栃
木
県
の
農

業
高
校
の
教
師
を
辞
め
、
夫
婦
で
江
田

島
市
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
海
の
近
く

で
自
然
と
共
存
で
き
る
暮
ら
し
が
し
た

く
て
、
全
国
各
地
を
見
て
歩
い
た
結
果
、

こ
の
島
が
一
番
気
に
入
り
ま
し
た
。
広

島
県
内
に
主
人
の
実
家
が
あ
る
の
も
理

由
の
一
つ
で
す
ね
。
現
在
、
平
日
の
午

後
は
児
童
館
に
勤
務
、
午
前
中
は
家
で

畑
仕
事
や
近
所
の
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
農
家

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
教
育
に

携
わ
れ
る
し
、
大
好
き
な
農
業
の
勉
強

も
で
き
る
の
で
、
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ

て
い
ま
す
。

鎌
田
さ
ん
　
私
の
場
合
、
仕
事
を
し
て

い
る
間
は
都
会
で
い
い
け
れ
ど
、
リ
タ

イ
ア
後
は
島
に
帰
っ
て
暮
ら
す
と
人
生

プ
ラ
ン
を
決
め
て
い
ま
し
た
。
田
舎
は

病
院
も
店
も
遠
い
。
だ
か
ら
体
を
動
か

す
。
そ
う
す
れ
ば
病
気
に
な
ら
な
い
と

い
う
持
論
で
し
た
か
ら
。
実
は
二
十
数

年
前
に
当
時
家
を
建
て
替
え
よ
う
と
し

て
土
地
を
購
入
し
て
い
た
ん
で
す
。
今

は
、
新
居
で
畑
い
じ
り
を
し
な
が
ら
、

の
ん
び
り
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

清
水
さ
ん
　
妻
の
病
気
を
き
っ
か
け
に
、

質
素
で
も
い
い
か
ら
健
康
的
な
暮
ら
し

を
!
と
移
住
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

全
国
い
ろ
い
ろ
な
場
所
を
調
べ
ま
し
た
。

最
終
的
に
は
灯
台
も
と
暗
し
、
江
田
島

市
を
選
び
ま
し
た
。
趣
味
で
あ
る
釣
り

の
ポ
イ
ン
ト
の
多
さ
も
決
め
手
に
な
り

ま
し
た
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
は
経
験

し
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
島
に
来
て
か

ら
は
、
初
め
て
の
連
続
。
そ
れ
が
面
白

く
て
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
。
情
熱

を
持
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が
、
元
気
の

源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

|
移
住
す
る
際
に
利
用
し
た
、

　
江
田
島
市
の
制
度

仁
科
さ
ん
　
移
住
を
決
め
る
前
に
、
市

役
所
の
交
流
定
住
促
進
室
に
相
談
に

行
っ
た
と
こ
ろ
、
お
た
め
し
暮
ら
し
制

度
を
知
り
、
１
カ
月
間
利
用
し
ま
し
た
。

そ
の
間
に
市
の
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

し
て
あ
る
物
件
を
見
て
回
り
、
今
の
家

に
住
む
こ
と
に
。
で
き
た
ば
か
り
の
制

度
で
、
私
た
ち
が
第
１
号
だ
っ
た
そ
う

で
す
よ
。

鎌
田
さ
ん 

　
家
を
建
て
る
際
、
定
住
促

進
事
業
補
助
金
制
度
を
利
用
し
ま
し
た
。

定
住
を
目
的
に
江
田
島
市
へ
新
規
転
入

し
、
住
宅
を
新
築
・
購
入
す
る
場
合
に
、

市
が
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
と
い
う

制
度
で
す
。 

|
移
住
者
間
の
交
流
は
？

清
水
さ
ん
　「
田
舎
暮
ら
し
を
楽
し
も
う

会
」
の
会
長
を
し
て
い
ま
す
。
移
住
し
た

当
初
は
、
地
域
情
報
が
分
か
ら
ず
非
常

に
困
り
ま
し
た
。
知
ら
な
い
土
地
に
来

て
生
活
す
る
に
当
た
り
、
移
住
者
同
士

で
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
こ
う
!
と
平
成
17
年
に
会

を
立
ち
上
げ
た
ん
で
す
。
最
初
は
農
業

や
釣
り
な
ど
、
自
分
の
得
意
分
野
を
教

え
合
う
情
報
交
換
が
メ
イ
ン
で
し
た
が
、

今
で
は
物
々
交
換
も
。
釣
っ
た
ば
か
り

の
魚
を
持
っ
て
行
く
と
、
無
農
薬
の
野

菜
を
い
た
だ
い
た
り
。
家
族
の
よ
う
な

付
き
合
い
を
し
て
い
ま
す
。
ぜ
い
た
く

な
貧
乏
暮
ら
し
が
会
の
モ
ッ
ト
ー
。
都

会
の
方
と
比
べ
る
と
、
本
当
に
豊
か
な

食
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
ね
。

田
中
市
長
　
魚
も
野
菜
も
鮮
度
が
違
い

ま
す
か
ら
ね
。
海
に
行
け
ば
天
然
の
岩

ガ
キ
や
ワ
カ
メ
、
山
に
は
山
菜
、
島
中

が
食
材
の
宝
庫
で
す
よ
。

清
水
さ
ん
　
移
住
の
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
の
構
想
か
ら
、
会
員
が
協
力
し
て

1
2
0
0
坪
の
畑
を
作
り
、
遊
楽
菜
園

と
い
う
交
流
農
園
を
開
園
し
ま
し
た
。

田
舎
暮
ら
し
を
希
望
す
る
広
島
市
や
呉

市
の
方
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
は
毎
年
、
夕
日
を
眺
め
な
が
ら
オ
ー

ル
デ
ィ
ー
ズ
バ
ン
ド
の
生
ラ
イ
ブ
を
楽

し
む
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
移
住
者
や

移
住
を
考
え
て
い
る
方
、
地
元
の
方
の

交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

|
江
田
島
市
の
魅
力

仁
科
さ
ん
　
近
所
の
方
に
、
す
ご
く
良

く
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
引
っ
越
し

の
時
に
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
貸
し
て
く

だ
さ
っ
た
り
、
生
活
習
慣
を
説
明
し
て

く
だ
さ
っ
た
り
、
ま
る
で
子
ど
も
や
孫

に
接
す
る
よ
う
に
、
温
か
く
受
け
入
れ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

児
玉
さ
ん
　
島
に
来
て
か
ら
、
畑
で
取

れ
た
も
の
と
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
た
も
の

で
、
野
菜
の
味
が
違
う
こ
と
に
気
が
付

き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
、
嫌
い
な

野
菜
の
種
類
が
減
り
ま
し
た
。
自
分
の

手
で
収
穫
し
た
野
菜
や
釣
っ
た
魚
を
食

べ
る
貴
重
な
体
験
が
で
き
る
の
は
、
大

き
な
魅
力
。
ま
た
治
安
が
良
く
車
も
少

な
い
の
で
、
安
心
し
て
外
で
子
ど
も
だ

け
を
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

田
中
市
長
　
地
域
を
自
分
た
ち
の
手
で

守
ろ
う
と
い
う
意
識
が
強
い
ん
で
す
。

特
に
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、
組
織
を
作

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
さ
れ
て
い
て
、

市
と
し
て
も
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。

自
然
が
多
く
遊
ぶ
場
所
が
い
く
ら
で
も

あ
る
。
子
育
て
に
は
ベ
ス
ト
な
条
件
が

そ
ろ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

清
水
さ
ん
　
島
の
夕
日
は
日
本
一
、
最

高
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
都
市
圏
に

近
い
地
の
利
で
す
ね
。
私
た
ち
の
年
代

に
と
っ
て
、
何
か
が
起
き
た
時
、
大
き

な
総
合
病
院
の
あ
る
広
島
市
に
約
１
時

間
で
行
け
る
安
心
感
は
、
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
時
に
は
、
不
便
さ
も
逆
手

に
と
っ
て
楽
し
む
と
い
う
発
想
の
転
換

で
、
メ
リ
ッ
ト
に
変
わ
り
ま
す
。
例
え

ば
買
い
物
。
わ
が
家
で
は
週
に
一
度
買

い
だ
め
を
し
ま
す
。
街
に
住
ん
で
い
た

こ
ろ
は
、
近
所
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
、

つ
い
無
駄
遣
い
を
し
た
も
の
で
す
。

田
中
市
長
　
便
利
さ
を
追
い
求
め
れ
ば
、

都
会
に
比
べ
て
不
便
な
と
こ
ろ
で
す
。

お
金
を
払
え
ば
何
で
も
手
に
入
る
便
利

さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
江
田
島
市
に
は
、

そ
れ
以
上
に
価
値
の
あ
る
素
晴
ら
し
い

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

|
市
政
に
期
待
す
る
こ
と

清
水
さ
ん
　
自
家
用
車
が
あ
れ
ば
問
題

な
い
の
で
す
が
、
島
内
の
公
共
交
通
の

便
は
悪
い
で
す
ね
。
車
を
運
転
で
き
な

い
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
、
交
通
整
備

が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

田
中
市
長
　
市
民
、
特
に
高
齢
者
の
足

を
い
か
に
守
る
か
は
、
重
要
な
課
題
で

す
。
若
い
方
に
は
、
雇
用
の
創
出
が
必

要
で
す
ね
。
江
田
島
市
に
は
、
大
き
な

産
業
が
少
な
く
非
常
に
難
し
い
問
題
で

す
が
、
真
剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

清
水
さ
ん
　
江
田
島
市
を
活
性
化
す
る

に
は
、
若
い
方
の
力
が
不
可
欠
で
す
。

流
出
を
防
ぎ
、
新
た
な
住
人
を
迎
え
入

れ
る
に
は
、
仕
事
が
必
要
。
若
者
の
起

業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
農
業
や
漁
業
、

観
光
な
ど
島
の
利
を
生
か
し
た
雇
用
を

確
保
す
る
提
言
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
や
る
気
の
あ
る
若
者
に
と
っ

て
、
島
に
は
夢
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

鎌
田
さ
ん
　
農
業
を
し
た
い
方
が
、
す

ぐ
に
土
地
を
借
り
ら
れ
る
よ
う
な
制
度

を
行
政
に
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

仁
科
さ
ん
　
私
も
ど
こ
で
土
地
を
借
り

ら
れ
る
の
か
分
か
ら
な
い
方
が
多
い
と

感
じ
る
の
で
、
農
地
バ
ン
ク
の
よ
う
な

も
の
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
遊
休
農

地
や
果
樹
園
と
農
業
を
し
た
い
方
を
つ

な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

児
玉
さ
ん
　
農
業
を
始
め
る
に
は
、
農

地
以
外
に
も
農
機
や
道
具
な
ど
が
必
要

で
、
初
期
投
資
の
費
用
が
予
想
以
上
に

か
か
り
ま
す
。
レ
ン
タ
ル
制
度
が
あ
れ

ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。

清
水
さ
ん
　
空
き
家
の
確
保
が
、
近
々

の
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
在
、

移
住
希
望
者
が
入
居
可
能
な
空
き
家
の

数
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
島
内
に
多
く

の
空
き
家
は
あ
る
け
れ
ど
、
貸
し
て
も

い
い
と
い
う
方
が
少
な
い
。
私
た
ち
民

間
レ
ベ
ル
で
は
難
し
い
問
題
な
の
で
、

行
政
の
積
極
的
な
活
動
に
期
待
し
ま
す
。

移
住
を
決
断
す
る
に
は
、
勇
気
が
い
る
。

受
け
皿
の
充
実
が
、
定
住
促
進
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。

田
中
市
長
　
本
日
は
、
貴
重
な
ご
意
見

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
す
ぐ

に
改
善
す
る
の
は
難
し
い
課
題
も
あ
り

ま
す
が
、
今
後
の
市
政
に
生
か
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
何
か
困
っ
た

こ
と
が
あ
れ
ば
、
交
流
定
住
促
進
室
に

気
軽
に
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。

島
暮
ら
し
の
ス
ス
メ

江
田
島
市
へ
Ⅰ
タ
ー
ン
・
U
タ
ー
ン
し
た
皆
さ
ん
が
、

移
住
の
き
っ
か
け
や
暮
ら
し
始
め
て
か
ら
の
感
想
、
島

の
魅
力
や
改
善
点
な
ど
を
市
長
と
一
緒
に
語
り
合
い
ま

し
た
。

市
長

　市
民

座 会
談

NPO法人定住交
流施設「夢来来」
での一コマ。眺
めも最高です。

児
玉 

晃
一Kouichi Kodama

広
島
市
出
身
。
大
柿
町
在
住
。
平
成
19
年
、

自
然
の
中
で
子
育
て
を
し
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
広
島
市
よ
り
家
族
５
人
で
I
タ
ー

ン
。
仕
事
、
農
業
、
子
育
て
に
奮
闘
中
。

NPO法人定住交
流施設「夢来来」
での一コマ。眺
めも最高です。

清
水 

昭
彦Akihiko Shimizu

仁
科 

彩
子Ayako Nishina

江
田
島
市
出
身
。
江
田
島
町
在
住
。
関
東

な
ど
で
の
都
会
生
活
を
経
て
、平
成
21
年
、

定
年
に
伴
い
U
タ
ー
ン
。
夫
婦
で
田
舎
暮

ら
し
を
満
喫
し
て
い
る
。

山
口
県
出
身
。
沖
美
町
在
住
。
平
成
17
年
、

広
島
市
よ
り
夫
婦
で
I
タ
ー
ン
。
田
舎
暮

ら
し
を
楽
し
も
う
会
会
長
と
し
て
、
島
の

P
R
活
動
や
移
住
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

栃
木
県
出
身
。
沖
美
町
在
住
。
平
成
20
年
、

結
婚
を
機
に
栃
木
県
よ
り
夫
婦
で
I
タ
ー

ン
。
現
在
は
、
児
童
館
に
勤
務
し
な
が
ら
、

果
樹
や
花
作
り
を
勉
強
し
て
い
る
。

鎌
田 
健
二Kenji Kam

ada

子
育
て
に
は
最
高
の
環
境

仕
事
も
趣
味
も
両
立

田
中 

達
美T

atsum
i T

anaka

江
田
島
市
出
身
。
大
柿
町
在
住
。
昭
和
58

年
大
柿
町
議
会
議
員
に
初
就
任
。
そ
の
後

江
田
島
市
議
会
議
長
な
ど
を
経
て
、
平
成

20
年
よ
り
江
田
島
市
長
。

こ
の
島
の
夕
日
は
日
本
一

夫
婦
二
人
で

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
満
喫

ス
ト
レ
ス
の
た
ま
ら
な
い
島

2324



江田島市の取組江
田
島
市
の
都
市
像
（
将
来
像
）

自
然
と
の
共
生
・

都
市
と
の
交
流
に
よ
る

「
海
生
交
流
都
市
」

え
た
じ
ま

2526



　江
田
島
市
総
合
計
画
の
都
市
像

（
将
来
像
）
は
、「
新
市
建
設
計
画
」

の
将
来
像
を
継
承
し
、「
自
然
と
の

共
生
・
都
市
と
の
交
流
に
よ
る
『
海

生
交
流
都
市
』
え
た
じ
ま
」
と
し
て

い
ま
す
。

 

　『海
生
交
流
都
市
』
と
は
、
自

然
（
海
、
島
）
と
と
も
に
生
き
、
自

然
に
は
ぐ
く
ま
れ
形
づ
く
ら
れ
た

歴
史
や
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

多
彩
な
交
流
を
生
み
出
し
、
ま
ち

の
「
住
み
よ
さ
、
美
し
さ
、
元
気
」

を
高
め
、
江
田
島
市
の
個
性
と
魅

力
を
育
て
て
い
く
こ
と
を
意
図
す

る
も
の
で
す
。

　都
市
像
を
支
え
、
そ
の
具
体
化

を
方
向
づ
け
る
基
本
テ
ー
マ
と
し

て
、「
安
全
・
安
心
と
快
適
環
境
の

『
住
み
よ
さ
づ
く
り
』」、「
海
と
島

と
歴
史
文
化
が
彩
る
『
美
し
さ
づ
く

り
』」、「
人
と
地
域
が
輝
く
『
元
気

づ
く
り
』」
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

  

安
全
・
安
心
と
快
適
環
境
の

　

  「
住
み
よ
さ
づ
く
り
」

　保
健
・
医
療
・
福
祉
や
防
災
・

防
犯
、
生
活
交
通
な
ど
の
充
実
に

よ
り
、
暮
ら
し
の
基
本
で
あ
る
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

下
水
道
や
公
園
な
ど
の
生
活
環
境
の

整
っ
た
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

  

海
と
島
と
歴
史
文
化
が
彩
る

　

  「
美
し
さ
づ
く
り
」

　海
と
島
と
歴
史
文
化
、
伝
統
を

大
切
に
す
る
中
で
、
自
然
と
人
々
の

営
み
が
共
生
す
る
美
し
さ
と
魅
力

を
持
っ
た
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

  

人
と
地
域
が
輝
く

　

  「
元
気
づ
く
り
」

　充
実
し
た
教
育
文
化
、
参
加
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
産
業
の
活
性

化
な
ど
を
通
じ
て
、
現
在
を
支
え
、

次
代
を
担
う
人
が
育
ち
、
活
力
あ

る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

①
豊
か
な
教
育
・
文
化
を
創
造
し
、

　人
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り 

生
き
る
力
の
育
成
と
個
性
豊
か
な
学
校
づ
く
り

生
活
の
基
盤
と
な
る
豊
か
な
家
庭
づ
く
り

学
び
つ
つ
生
き
る
教
育
力
豊
か
な
地
域
づ
く
り

人
権
を
尊
重
し
、
人
間
性
豊
か
な
人
づ
く
り

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

産
業
の
担
い
手
の
確
保
と
就
労
機
会
の
拡
充

農
業
・
漁
業
の
振
興

商
工
業
の
振
興

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

Ｕ
･
Ｉ
タ
ー
ン
と
交
流
の
促
進

保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
的
な
提
供

健
康
づ
く
り
の
推
進

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
高
齢
社
会
の
形
成

子
育
て
環
境
の
充
実

障
害
者
福
祉
の
充
実

地
域
福
祉
の
推
進

循
環
型
社
会
の
形
成

自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
・
活
用

海
と
島
と
文
化
が
彩
る
景
観
づ
く
り

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

暮
ら
し
の
安
全
と
安
心
の
確
保

住
宅
・
住
環
境
の
整
備

快
適
な
生
活
環
境
の
整
備

計
画
的
な
土
地
利
用
と
拠
点
・
ゾ
ー
ン
の
形
成

道
路
網
の
整
備

港
湾
の
整
備

公
共
交
通
体
系
の
整
備

情
報
通
信
基
盤
の
整
備

交
流
と
連
携
に
よ
る
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り

広
域
的
な
連
携
と
交
流
の
推
進

国
際
的
な
視
野
に
立
っ
た
都
市
の
形
成

②
元
気
な
地
域
を
育
て
る

　ま
ち
づ
く
り

③
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　ま
ち
づ
く
り

④
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
が

　整
っ
た
ま
ち
づ
く
り

⑤
し
っ
か
り
と
し
た
都
市
の

　基
盤
を
備
え
た
ま
ち
づ
く
り

⑥
交
流
と
連
携
に
よ
る
交
歓
の

　ま
ち
づ
く
り

江田島市の目指す都市構造

海と島の交流・
レクリエーションゾーン
海と島の自然を生かしながら、自然観察や
探勝の場・ルート、海水浴場、マリーナ、宿泊・
滞在の場など、江田島市の魅力づくりと交
流人口の拡大を目指すゾーン。

緑と眺望の交流・
レクリエーションゾーン
山岳の自然と眺望を生かしながら、登山道
や展望台、森林公園など、江田島市の魅力
づくりと交流人口の拡大を目指すゾーン。

産業中心ゾーン
自然環境との調和や循環型社会への対応を
促進するとともに、工業と農業、観光・レ
クリエーションが共存するゾーン。

国立公園ゾーン
環境保護を図りながら、自然との対話の場、
学習の場としての活用に努めるゾーン。

海の環境と資源の保全・
活用ゾーン
自然環境や漁業生産等の多様な側面から、
その環境と資源の保全・活用に努めるゾーン。

陸の交流ネットワーク軸
道路交通ネットワークの強化・充実を図る
とともに、道路及び沿道の景観づくり、適
切な機能配置などに取り組みます。

海の交流ネットワーク軸
市民生活の基盤である広島市や呉市をつな
ぐ海上交通の整備・充実を図るとともに、
瀬戸内海地域としての広域的な海上交通や
新たな航路について検討します。

まちづくりの展開（部門別施策の方向）

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

都
市
像
を
支
え
る

３
つ
の
基
本
テ
ー
マ

123

p29-30p31-32p33-34p35-36p37-38p39-40

3つの基本テーマ

将来像  自然との共生・都市との交流による『海生交流都市』えたじま

人と地域が輝く「元気づくり」 海と島と歴史文化が彩る「美しさづくり」 安全・安心と快適環境の「住みよさづくり」

0      1                             5km

広島へ

広島へ

広島へ

呉へ

呉へ

呉へ

呉へ

広島へ
幸ノ浦･大須

高祖･三吉

畑･岡大王
江南･飛渡瀬

宮ノ原

津久茂

小古江

切串

小用

中央

高田

美能

是長

中町

鹿川

大原

深江

柿浦

大君

鷲部
秋月

能美島南部地域

能美島北部地域

江田島地域

瀬戸内海

新海洋都市機能
(長期的戦略対応)

リゾート型住宅機能
(長期的戦略対応)

広域港湾物流機能
(長期的戦略対応)

江田島湾総合開発
(長期的戦略対応)

能美島南部地域

能美島北部地域

江田島地域

瀬戸内海

新海洋都市機能
(長期的戦略対応)

リゾート型住宅機能
(長期的戦略対応)

広域港湾物流機能
(長期的戦略対応)

マリンスポーツ，自然体験型
レクリエーション機能等
(長期的戦略対応)

マリンスポーツ，自然体験型
レクリエーション機能等
(長期的戦略対応)

広島・松山ルート構想
（広島湾架橋構想）

広島・松山ルート構想

江田島湾総合開発
(長期的戦略対応)

江田島湾

大黒神島

小黒神島

大奈佐美島

沖野島

絵の島

長島

早
瀬
大
橋

砲台山

真道山

古鷹山

クマン岳

野登呂山

櫛ノ宇根

陀峯山

地域拠点

生活中心地

コミュニティ中心地（基礎住区）

交通結節点

海上交通機能（交通結節点以外）

海と島の交流･レクリエーションゾーン

緑と眺望の交流･レクリエーションゾーン

産業中心ゾーン

海の環境と資源の保全･活用ゾーン

（瀬戸内海）

国立公園ゾーン

陸の交流ネットワーク軸

海の交流ネットワーク軸

市街地・集落を中心とした区域

自然緑地・農地を中心とした区域

主要な道路

瀬戸内海瀬戸内海

＜凡例＞

拠
点･

機
能

参
考

軸

ゾ
ー
ン
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1ま
ち
づ
く
り
の
展
開
方
向

豊
か
な

教
育
・
文
化
を
創
造
し
、

人
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

生
き
る
力
の
育
成
と

個
性
豊
か
な
学
校
づ
く
り

　生
涯
に
わ
た
る
人
間
形
成
の
基
礎
を
つ
く
る
た
め
、

生
き
る
力
で
あ
る
「
確
か
な
学
力
」、「
豊
か
な
心
」、「
健

や
か
な
体
」
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
向
上
さ
せ
ま
す
。

　ま
た
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
を
推
進
し
、
信

頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、
教
育
環

境
の
整
備
・
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

島
が
持
つ
自
然
、
歴
史
、

文
化
等
を
貴
重
な
教
育
資
源
と
し
て
活
用
し
、

一
人
一
人
が
郷
土
を
愛
し

世
界
に
羽
ば
た
く
た
め
の

個
性
豊
か
な
教
育
を
創
造
し
ま
す
。

江 田 島 図 書 館茶 道 教 室 ス ポ ー ツ 少 年 団 鹿 川 小 学 校ベ ジ フ ル 教 室

生
活
の
基
盤
と
な
る

豊
か
な
家
庭
づ
く
り

　教
育
の
原
点
で
あ
る
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
た
め
、

学
習
機
会
の
設
定
、
情
報
の
発
信
や
相
談
体
制
等
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

学
び
つ
つ
生
き
る

教
育
力
豊
か
な
地
域
づ
く
り

　市
民
一
人
一
人
が
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、

市
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
文
化
・

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
生
涯
学
習
活
動
の
場
や
機
会
を

提
供
し
ま
す
。

人
権
を
尊
重
し
、

人
間
性
豊
か
な
人
づ
く
り

　誰
も
が
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
し
て
い
く
た
め
、
人
権
を
尊
重
し
た
人
間
性
豊
か

な
人
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

　男
女
平
等
の
理
念
に
基
づ
い
た
意
識
改
革
と
啓
発
に

取
り
組
み
な
が
ら
、
男
女
が
共
同
し
て
職
業
と
家
庭
生

活
を
両
立
で
き
る
条
件
整
備
を
進
め
、
男
女
が
と
も
に

参
画
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
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2ま
ち
づ
く
り
の
展
開
方
向

海 辺 の 新 鮮 市 場 交 流 促 進 セ ン タ ー さ く らふ る さ と 交 流 館

み か ん

キ ク

カ キ

元
気
な
地
域
を

育
て
る
ま
ち
づ
く
り

産
業
の
担
い
手
の
確
保
と

就
労
機
会
の
拡
充

　産
業
の
担
い
手
・
後
継
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

図
り
、
連
携
・
交
流
を
進
め
、
新
た
な
担
い
手
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

　ま
た
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
就
労
機
会
の
拡
充
、

能
力
開
発
、
就
労
条
件
等
の
向
上
を
促
進
し
ま
す
。

農
業
・
漁
業
の
振
興

　農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
広
島
市
や
呉
市
と
の
近
接

性
を
生
か
し
、
果
樹
（
フ
ル
ー
ツ
）、
花
き
（
フ
ラ
ワ
ー
）

の
高
品
質
化
と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
促
進
し
ま
す
。

　ま
た
、
農
業
体
験
や
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
等
を
通
じ
て
情
報
の
受
発

信
と
交
流
・
販
路
の
拡
大
を
促
進
し
ま
す
。

　漁
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
漁
場
環
境
の
保
全
や
漁
業

資
源
の
増
殖
、
漁
業
経
営
の
育
成
、
生
産
基
盤
の
整
備
、

生
活
環
境
の
整
備
、
担
い
手
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
つ
く
り
育
て
る
栽
培
漁
業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

　さ
ら
に
農
業
・
漁
業
・
観
光
な
ど
で
連
携
を
図
り
3
Ｆ

（
フ
ル
ー
ツ
、
フ
ラ
ワ
ー
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
）
の
島
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

江
田
島
市
の
地
域
資
源
や
潜
在
力
を
引
き
出
し
な
が
ら
、

元
気
な
地
域
を
育
て
、
豊
か
な
暮
ら
し
を
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

　工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
事
業
所
を
都
市
の
活
力
や

魅
力
を
生
み
出
す
産
業
基
盤
と
し
て
い
く
た
め
、
中
小
企

業
の
経
営
の
安
定
と
高
度
化
を
支
援
す
る
と
と
も
に
都
市

基
盤
を
整
備
し
、
地
場
産
業
の
振
興
や
起
業
の
促
進
に
努

め
ま
す
。

　ま
た
、
商
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
商
店
街
の
活
性
化

や
市
民
の
消
費
生
活
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
た
商
業
機
能
の
維
持
・
充
実
を
支
援
し
ま

す
。観

光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

　自
然
や
歴
史
文
化
、
農
業
、
漁
業
な
ど
を
観
光
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
資
源
と
し
て
と
ら
え
、
新
た
な
資
源
の
創

出
や
既
存
の
観
光
施
設
な
ど
の
魅
力
づ
く
り
を
進
め
、
市

の
資
源
全
体
の
活
用
を
目
指
し
ま
す
。

　ま
た
、
特
色
あ
る
食
や
特
産
品
づ
く
り
、
3
Ｆ（
フ
ル
ー

ツ
、
フ
ラ
ワ
ー
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
）の
島
づ
く
り
、
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
と
交
流
の
促
進

　情
報
の
受
発
信
や
産
業
振
興
及
び
就
業
の
場
の
確
保
、

住
ま
い
の
確
保
、
生
活
環
境
や
教
育
、
子
育
て
環
境
の
整

備
・
充
実
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
な
ど
総
合
的
な

施
策
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

　ま
た
、
交
流
人
口
の
増
大
に
向
け
た
取
組
を
地
域
ぐ
る

み
で
進
め
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
二
地

域
居
住
や
定
住
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。
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に こ ♡ に こ  ひ ろ ば 医 療 サ ー ビ ス 1 0 0 歳 表 彰

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　「子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
平
成

20
年
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
子
育
て
支

援
事
業
・
子
育
て
相
談
・
育
児
相
談
・

育
児
サ
ー
ク
ル
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
な
ど
、
子
育
て
に
関
す
る
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
愛
称
は
「
に
こ
♡
に
こ

ハ
ウ
ス
」。

お問い合わせ
江田島市福祉保健部
子育て支援センター 
☎0823（42）2852

3ま
ち
づ
く
り
の
展
開
方
向

健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

総
合
的
な
提
供

　地
域
の
連
携
・
協
力
体
制
を
強
化
し
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
り
ま
す
。

　ま
た
、
保
健
師
等
の
専
門
的
な
人
材
の
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
・
養
成
に
努
め

ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
推
進

　市
民
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
実
践
を

促
進
す
る
た
め
、
情
報
の
提
供
や
普
及
啓
発
活
動
の
推
進
、

相
談
・
指
導
体
制
の
充
実
、
健
康
増
進
施
設
等
の
整
備
・

充
実
に
努
め
ま
す
。

　ま
た
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
救
急
医
療
や
高
度
先
端

医
療
へ
の
対
応
に
取
り
組
み
ま
す
。

す
べ
て
の
市
民
が
、
家
庭
や
地
域
で
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
、

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
高
齢
社
会
の
形
成

　高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
基

盤
の
整
備
や
質
的
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、保
健
・
医
療
・

福
祉
の
連
携
を
強
化
し
て
、
総
合
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
進
め
ま
す
。

　ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
地
域

支
援
事
業
や
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進
、
安
心
し
て

行
動
で
き
る
環
境
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

子
育
て
環
境
の
充
実

　安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
、
子
ど
も
が
健
や
か

に
成
長
し
、
生
き
る
力
を
育
ん
で
い
け
る
よ
う
環
境
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　ま
た
、
子
育
て
家
庭
を
支
援
し
て
い
く
た
め
、
地
域

に
お
け
る
子
育
て
機
能
の
再
構
築
に
取
り
組
み
、
子
ど

も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

障
害
者
福
祉
の
充
実

　障
害
の
あ
る
人
が
、
障
害
の
な
い
人
と
同
様
に
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
、
い
き
い
き
と
活

動
で
き
る
よ
う
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
社
会

生
活
を
送
る
上
で
の
障
壁
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

　ま
た
、
障
害
の
あ
る
人
が
自
ら
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
自
由
に
選
択
し
利
用
で
き
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
基

盤
の
整
備
・
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
社
会
参
加
や
雇

用
の
促
進
、
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

地
域
福
祉
の
推
進

　市
民
や
福
祉
に
か
か
わ
る
事
業
者
、
団
体
等
が
相
互

に
協
力
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
福
祉
に
取
り
組
む
仕
組
み

の
強
化
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
・
養
成
な
ど
地
域
福

祉
の
形
成
を
進
め
ま
す
。
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災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　災
害
の
未
然
防
止
や
火
災
予
防
、
消
火
・
救
急
体
制

の
整
備
・
充
実
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
ま
た
、
自
主

防
災
組
織
な
ど
の
育
成
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
災

体
制
を
強
化
し
ま
す
。
加
え
て
、
国
民
保
護
法
に
基
づ

き
、
国
・
県
等
と
連
携
し
、
市
民
の
生
命
、
身
体
と
財

産
を
保
護
す
る
た
め
の
対
策
を
講
じ
ま
す
。

暮
ら
し
の
安
全
と
安
心
の
確
保

　交
通
安
全
を
推
進
し
、
犯
罪
の
な
い
社
会
を
形
成
す

る
た
め
、
地
域
団
体
な
ど
と
連
携
し
た
活
動
に
努
め
ま

す
。　ま

た
、
消
費
生
活
の
安
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
有

害
化
学
物
質
な
ど
に
よ
る
健
康
被
害
の
防
止
に
努
め
ま

す
。住

宅
・
住
環
境
の
整
備

　市
営
住
宅
の
建
て
替
え
や
住
宅
・
宅
地
の
供
給
な
ど

に
よ
り
、
快
適
な
住
環
境
づ
く
り
と
合
わ
せ
、
定
住
や

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進
し
ま
す
。

快
適
な
生
活
環
境
の
整
備

　快
適
な
生
活
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
上
下
水
道
の

整
備
・
更
新
な
ど
に
よ
り
、
安
全
で
お
い
し
い
水
の
安

定
供
給
や
公
共
用
水
域
の
保
全
な
ど
に
努
め
ま
す
。

　ま
た
、
公
園
緑
地
の
整
備
に
よ
り
、
市
民
生
活
の
う

る
お
い
や
防
災
機
能
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

市営住宅 交 通 安 全 教 室 海 上 自 衛 隊 第 1 術 科 学 校公 園

4ま
ち
づ
く
り
の
展
開
方
向

安
全
で
快
適
な

生
活
環
境
が
整
っ
た

ま
ち
づ
く
り

循
環
型
社
会
の
形
成

　循
環
型
社
会
を
形
成
す
る
た
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
、

ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
、
ご
み
の
不
法
投
棄
防

止
へ
の
取
組
を
進
め
、
環
境
に
対
す
る
意
識
啓
発
に
努

め
ま
す
。

自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
・
活
用

　豊
か
な
海
を
守
り
、
育
て
て
い
く
た
め
、
海
域
環
境

の
浄
化
や
海
岸
保
全
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
荒
廃
農
地

の
修
景
や
森
林
・
緑
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

海
と
島
と
文
化
が
彩
る
景
観
づ
く
り

　海
と
島
と
緑
の
美
し
さ
や
、
歴
史
的
な
建
造
物
を
生

か
し
た
景
観
づ
く
り
を
は
じ
め
、
景
観
面
か
ら
の
市
の

顔
づ
く
り
や
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

地
域
へ
の
愛
着
を
持
っ
て
、
安
心
し
て
快
適
に
、

う
る
お
い
を
感
じ
な
が
ら
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

下 水 道 事 業
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5ま
ち
づ
く
り
の
展
開
方
向

し
っ
か
り
と
し
た

都
市
の
基
盤
を
備
え
た

ま
ち
づ
く
り

計
画
的
な
土
地
利
用
と

拠
点
・
ゾ
ー
ン
の
形
成

　都
市
的
土
地
利
用
と
自
然
的
土
地
利
用
が
調
和
し
た
、

江
田
島
市
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
、
計
画
的
な

土
地
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

　さ
ら
に
、
拠
点
ゾ
ー
ン
等
を
つ
な
ぐ
道
路
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
行
い
、
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軸
の

形
成
に
努
め
ま
す
。

道
路
網
の
整
備

　道
路
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
た
め
、
架
橋

構
想
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
、
国
道
・
主
要
地
方
道

等
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

　ま
た
、
身
近
な
生
活
道
路
の
利
便
性
や
安
全
性
な
ど

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

江
田
島
市
の
特
色
や
実
情
を
踏
ま
え
た
、

計
画
的
な
土
地
利
用
を
図
る
と
と
も
に
、

道
路
や
港
湾
、
交
通
網
、
情
報
通
信
基
盤
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

港
湾
の
整
備

　江
田
島
市
の
玄
関
口
と
な
る
港
湾
の
整
備
の
促
進
や
、

各
港
の
役
割
を
明
確
に
し
た
効
率
化
を
図
り
、
市
民
生

活
の
利
便
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
交
流
の
拠
点
と
し

て
の
機
能
向
上
に
努
め
ま
す
。

公
共
交
通
体
系
の
整
備

　市
民
の
身
近
な
交
通
手
段
と
し
て
の
利
便
性
を
高
め
、

定
住
条
件
の
向
上
を
図
る
た
め
、
海
上
交
通
と
陸
上
交

通
の
円
滑
な
接
続
を
図
り
、
一
体
性
の
あ
る
公
共
交
通

体
系
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
交
通
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

情
報
通
信
基
盤
の
整
備

　高
度
情
報
化
に
対
応
す
る
た
め
、
高
速
大
容
量
の
情

報
通
信
基
盤
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

　ま
た
、
市
民
生
活
の
利
便
性
や
安
心
感
を
高
め
る
た

め
、
電
子
市
役
所
の
構
築
や
情
報
公
開
に
努
め
る
と
と

も
に
、
個
人
情
報
の
保
護
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
な
ど

に
適
切
に
対
処
し
ま
す
。
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大 柿 納 涼 ま つ り カ キ 祭 文 化 団 体 交 流 発 表 大 会フ ェ ス テ ィ バ ル 江 田 島ヒ ロ シ マ M I K A N マ ラ ソ ン

6ま
ち
づ
く
り
の
展
開
方
向

広
域
的
な
連
携
と
交
流
の
推
進

　広
島
市
や
呉
市
な
ど
と
連
携
し
、
広
域
的
な
役
割
分

担
と
相
互
補
完
の
考
え
に
基
づ
い
た
取
組
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　ま
た
、
江
田
島
市
の
自
然
、
歴
史
・
文
化
、
交
流
機

能
を
生
か
し
、
交
流
人
口
の
増
加
と
地
域
間
交
流
の
拡

大
を
図
り
ま
す
。

国
際
的
な
視
野
に
立
っ
た
都
市
の
形
成

　交
流
人
口
の
増
大
と
合
わ
せ
、
江
田
島
市
の
ア
ピ
ー

ル
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
努
め
ま
す
。

　ま
た
、
市
民
の
国
際
感
覚
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
醸

成
を
図
り
ま
す
。

交
流
と

連
携
に
よ
る
交
歓
の

ま
ち
づ
く
り

交
流
と
連
携
に
よ
る

豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り

　地
域
の
特
色
や
個
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
市
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
や
自
治
組
織
の
育
成
な
ど
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、 

江
田
島
市
の
一
体
感
の
醸
成
と

連
携
し
支
え
合
う
地
域
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

市
民
が
支
え
合
う

地
域
社
会
の
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、

広
域
的
な
連
携
や
交
流
を
推
進
す
る
た
め
、

多
様
な
交
流
と
、
都
市
・
地
域
間
の

し
っ
か
り
と
し
た
連
携
に
よ
り
、

人
々
が
集
い
、
と
も
に
楽
し
み
、
喜
び
合
う
、

躍
動
感
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
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江
田
島
市
の
歩
み

▼
町
制
施
行
、
江
田
島
広
報
創
刊
号
を
発
刊
す
る

▼
第
１
回
江
田
島
町
文
化
祭
を
開
催
す
る

▼
大
原
〜
幸
ノ
浦
間
道
路
が
完
成
す
る

▼
江
田
島
町
消
防
団
を
発
足
す
る

▼
津
久
茂
線
バ
ス
が
開
通
す
る

▼
米
軍
江
田
島
キ
ャ
ン
プ
跡
に
海
上
自
衛
隊
術
科
学
校

が
横
須
賀
よ
り
移
転
す
る

▼
津
久
茂
、
幸
ノ
浦
、
大
須
へ
の
電
話
が
開
通
す
る

▼
江
田
島
地
区
病
院
を
開
設
す
る

▼
小
用
〜
秋
月
間
道
路
が
完
成
、
バ
ス
が
開
通
す
る

▼
切
串
簡
易
水
道
事
業
を
開
始
す
る

▼
町
内
１
周
道
路
小
用
〜
切
串
が
完
成
す
る

▼
小
用
〜
切
串
間
バ
ス
が
開
通
す
る

▼
江
田
島
町
立
図
書
館
が
運
営
開
始
す
る

▼
江
能
上
水
道
組
合
が
誕
生
す
る

▼
江
南
〜
大
柿
町
飛
渡
瀬
を
結
ぶ
直
線
道
路
が
開
通
す

る
▼
小
用
港
広
場
お
よ
び
県
道
拡
張
工
事
が
完
成
す
る

▼
秋
月
桟
橋
（
県
管
理
港
）
が
完
成
す
る

▼
江
能
上
水
道
通
水
式

▼
国
立
江
田
島
青
年
の
家
が
開
所
す
る

▼
小
学
校
３
校
（
江
田
島
、
鷲
部
、
江
南
）
を
統
合
し
、

江
田
島
小
学
校
と
す
る

▼
小
用
港
フ
ェ
リ
ー
施
設
お
よ
び
桟
橋
前
広
場
が
使
用

開
始
さ
れ
る

▼
海
上
自
衛
隊
少
年
術
科
学
校
が
開
校
す
る

▼
ゴ
ミ
焼
却
場
が
落
成
（
秋
月
）
す
る

▼
大
須
簡
易
水
道
が
完
成
、
給
水
開
始
す
る

▼
江
田
島
観
光
み
か
ん
組
合
を
結
成
す
る

▼
県
立
三
津
田
高
等
学
校
江
田
島
分
校
が
県
立
江
田
島

高
等
学
校
と
し
て
独
立
発
足
す
る

▼
小
用
〜
広
島
間
高
速
艇
が
就
航
す
る

▼
江
能
広
域
行
政
事
務
組
合
を
設
立
す
る

▼
江
能
広
域
消
防
本
部
庁
舎
が
完
成
す
る

▼
江
田
島
町
民
憲
章
を
制
定
す
る

▼
江
能
広
域
清
掃
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る

▼
江
田
島
町
章
を
制
定
す
る

▼
役
場
新
庁
舎
が
落
成
す
る

▼
小
用
〜
呉
間
高
速
艇
が
就
航
す
る

▼
町
の
木
、
町
の
花
を
「
さ
く
ら
」
と
決
定
す
る

▼
中
央
共
同
墓
地
が
完
成
す
る

▼
秋
月
ト
ン
ネ
ル
（
1
0
0
5
m
）
開
通
記
念
式

▼
武
道
館
が
落
成
す
る

▼
江
田
島
警
察
署
新
庁
舎
が
落
成
す
る

▼
秋
の
広
島
県
植
樹
祭
を
古
鷹
山
で
開
催
す
る

▼
林
道
切
串
線
が
開
通
す
る

1
9
2
7（
昭
和
2
）年

1
9
5
1（
昭
和
26
）年

1
9
5
2（
昭
和
27
）年

1
9
5
4（
昭
和
29
）年

1
9
5
5（
昭
和
30
）年

1
9
5
6（
昭
和
31
）年

1
9
5
7（
昭
和
32
）年

1
9
5
8（
昭
和
33
）年

1
9
5
9（
昭
和
34
）年

1
9
6
0（
昭
和
35
）年

1
9
6
1（
昭
和
36
）年

1
9
6
2（
昭
和
37
）年

1
9
6
3（
昭
和
38
）年

1
9
6
4（
昭
和
39
）年

1
9
6
5（
昭
和
40
）年

1
9
6
6（
昭
和
41
）年

1
9
6
7（
昭
和
42
）年

1
9
6
8（
昭
和
43
）年

 

1
9
6
9（
昭
和
44
）年

1
9
7
0（
昭
和
45
）年

1
9
7
1（
昭
和
46
）年

1
9
7
2（
昭
和
47
）年

1
9
7
3（
昭
和
48
）年

1
9
7
4（
昭
和
49
）年

1
9
7
5（
昭
和
50
）年

1
9
7
6（
昭
和
51
）年

1
9
7
7（
昭
和
52
）年

1
9
7
8（
昭
和
53
）年

1
9
7
9（
昭
和
54
）年

1
9
8
0（
昭
和
55
）年

1
9
8
1（
昭
和
56
）年

1
9
8
2（
昭
和
57
）年

1
9
8
3（
昭
和
58
）年

▼
高
田
村
・
中
村
・
鹿
川
町
が
合
併
し
て
能
美
町
と
な

る
▼
鋼
製
旅
客
船
「
能
美
丸
」
が
進
水
す
る

▼
法
務
局
能
美
出
張
所
が
完
成
す
る

▼
三
中
学
校
が
能
美
中
学
校
に
統
合
す
る

▼
能
美
町
商
工
会
を
設
立
す
る

▼
鈴
木
三
重
吉
文
学
碑
を
建
立
す
る

▼
能
美
3
町
の
火
葬
場
組
合
を
設
立
す
る

▼
鋼
製
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
「
第
５
の
う
み
」
が
運
航
を

は
じ
め
る

▼
大
柿
高
校
中
村
分
校
が
廃
止
に
な
る

▼
能
美
3
町
共
同
火
葬
場
使
用
を
開
始
す
る

▼
太
田
川
か
ら
江
能
地
区
上
水
道
の
送
水
が
開
始
さ
れ

る
▼
軍
艦
「
利
根
」
の
慰
霊
碑
を
建
立
す
る

 

▼
国
民
宿
舎
「
能
美
海
上
ロ
ッ
ジ
」
が
で
き
る

▼
江
能
選
果
場
を
建
設
す
る

▼
能
美
電
報
電
話
局
が
で
き
、
電
話
が
ダ
イ
ヤ
ル
式
と

な
る

▼
江
能
准
看
護
学
院
を
開
校
す
る
（
旧
中
町
中
学
校
校

舎
）

▼
新
鋭
高
速
艇
「
千
鳥
」
が
運
航
を
は
じ
め
る

▼
江
能
広
域
市
町
村
圏
振
興
協
議
会
が
で
き
る

▼
江
能
広
域
行
政
事
務
組
合
を
設
立
す
る

▼
江
能
広
域
消
防
本
部
鹿
川
出
張
所
が
完
成
す
る

▼
江
能
広
域
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
鹿
川
）
が
で
き
る

▼
安
芸
能
美
簡
易
保
険
保
養
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る

▼
広
域
無
線
（
防
災
）
施
設
を
開
設
す
る

▼
能
美
町
役
場
新
庁
舎
が
完
成
す
る

▼
呉
養
護
学
校
江
能
分
級
が
開
校
す
る

▼
大
矢
防
災
緑
地
が
完
成
す
る

▼
町
章
を
制
定
す
る

▼
中
央
運
動
公
園
が
完
成
す
る

▼
沖
美
町
誕
生

▼
三
高
簡
易
水
道
を
開
設
す
る

▼
三
高
地
区
で
筏
式
か
き
養
殖
が
は
じ
ま
る

▼
美
能
簡
易
水
道
を
開
設
す
る

▼
是
長
〜
美
能
間
県
道
が
完
成
す
る

             

▼
是
長
〜
三
高
間
バ
ス
が
開
通
す
る

▼
三
高
〜
宇
品
間
に
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
が
就
航
す
る

▼
能
美
3
町
共
同
火
葬
場
使
用
を
開
始
す
る

▼
江
能
上
水
道
送
水
を
開
始
す
る

▼
沖
美
町
公
民
館
を
設
置
す
る

▼
沖
美
町
役
場
が
完
成
す
る

▼「
鯉
城
」
沖
宇
品
航
路
に
就
航
す
る

▼
三
高
会
館
が
完
成
す
る

▼
沖
美
町
全
域
の
電
話
ダ
イ
ヤ
ル
化
に
な
る

▼
金
属
工
業
団
地
一
部
操
業
を
開
始
す
る

▼
高
速
艇
「
千
鳥
」
三
高
宇
品
航
路
に
就
航
す
る

▼
江
能
広
域
行
政
事
務
組
合
を
設
立
す
る

▼
沖
〜
宇
品
間
に
高
速
艇
が
就
航
す
る

▼
美
能
グ
ラ
ン
ド
に
夜
間
照
明
を
設
置
す
る

▼
三
高
フ
ェ
リ
ー
浮
桟
橋
が
完
成
す
る

▼
第
１
回
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
を
開
催
す
る

▼
町
章
制
定
　
町
の
木
・
町
の
花
を
決
め
る

▼
沖
美
町
文
化
財
保
護
委
員
会
を
発
足
す
る

▼
防
災
無
線
施
設
が
完
成
す
る

▼
江
能
広
域
埋
立
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

▼
大
柿
町
町
制
施
行
（
８
月
１
日
）

▼
乗
合
バ
ス
が
営
業
開
始
（
柿
浦
・
中
村
間
）
す
る

▼
大
柿
町
・
深
江
村
・
飛
渡
瀬
村
を
合
併
し
て
、
新
・

大
柿
町
誕
生
（
11
月
３
日
）

▼「
大
柿
町
史
」
を
刊
行
す
る

▼
大
柿
中
学
校
と
深
江
中
学
校
を
統
合
し
、
新
し
く
大

柿
中
学
校
と
す
る

▼
役
場
新
庁
舎
完
成
、
開
庁
す
る

▼
第
１
回
町
民
大
運
動
会
を
開
催
す
る

▼
大
柿
町
商
工
会
を
設
立
す
る

▼
柿
浦
桟
橋
が
完
成
す
る

▼
大
柿
高
等
学
校
大
君
分
校
が
開
校
す
る

▼
飛
渡
瀬
・
江
南
新
県
道
が
開
通
す
る

▼
能
美
3
町
共
同
火
葬
場
使
用
を
開
始
す
る

▼
大
柿
高
校
大
君
分
校
新
校
舎
が
完
成
す
る

▼
太
田
川
用
水
江
能
水
道
が
通
水
す
る

▼
第
１
回
大
柿
町
美
術
展
を
開
催
す
る

▼
電
話
の
市
外
通
話
が
即
時
と
な
る

▼
陀
峰
山
開
発
道
路
が
開
通
す
る

▼
早
瀬
大
橋
起
工
式
を
挙
行
す
る

▼
電
話
が
ダ
イ
ヤ
ル
式
と
な
る

▼
沖
野
島
農
道
橋
が
完
成
す
る

▼
江
能
広
域
市
町
村
圏
振
興
協
議
会
を
設
置
す
る

▼
第
１
回
陀
峰
山
頂
初
日
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
す
る

▼
江
能
広
域
行
政
事
務
組
合
を
設
立
す
る

▼
灘
尾
文
庫
を
開
設
す
る

▼
町
章
・
町
旗
を
制
定
す
る

▼
町
の
木
・
町
の
花
を
き
め
る

▼
飛
渡
瀬
老
人
集
会
所
を
新
築
す
る

▼
飛
渡
瀬
・
大
柿
両
中
学
校
を
統
合
し
て
大
柿
中
学
校

と
す
る

▼
楠
田
集
会
所
を
新
築
す
る
　
　

▼
ゴ
ミ
分
別
収
集
を
開
始
す
る

▼
大
君
老
人
集
会
所
を
新
築
す
る

▼
第
１
回
町
内
駅
伝
大
会
を
開
催
す
る

▼
大
柿
町
コ
ミ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
推
進
協
議
会
を
結
成
す

る
▼
江
能
広
域
葬
斎
セ
ン
タ
ー
が
落
成
す
る

▼
大
柿
町
中
央
公
民
館
を
新
築
、
開
館
す
る
　

▼
柿
浦
漁
港
が
完
成
す
る

▼
役
場
庁
舎
を
増
築
す
る

▼
第
１
回
公
民
館
ま
つ
り
を
開
催
す
る

▼
深
江
老
人
集
会
所
を
新
築
す
る

▼
小
古
江
老
人
集
会
所
を
新
築
す
る

▼
柿
浦
に
厚
生
文
化
セ
ン
タ
ー
を
新
築
す
る

▼
大
君
・
柿
浦
地
区
に
役
場
連
絡
所
を
開
設
す
る

▼
防
災
行
政
無
線
を
設
置
し
、
町
内
23
か
所
の
拡
声
器

で
放
送
を
開
始
す
る

江
田
島
町

能
美
町

沖
美
町

大
柿
町

4142



▼
切
串
人
工
干
潟
（
6
2
8
7
0
㎡
）
が
完
成
す
る

▼
古
鷹
山
林
道
（
切
串
〜
小
用
線
）
の
開
通
式
お
よ
び

国
際
森
林
記
念
植
樹
祭
を
開
催
す
る

▼
第
１
回「
古
鷹
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
す
る

▼
江
能
広
域
事
務
組
合
を
発
足
す
る

▼
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
江
田
島
実
行
委
員
会
を
組
織
す
る

▼
新
町
立
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
す
る

▼（
社
）
江
田
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
誕
生

す
る

▼
町
内
初
の
複
合
施
設
「
江
田
島
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
」
が
落
成
す
る

▼
町
内
北
部
地
域
で
江
能
広
域
水
道
の
工
事
が
完
成
す

る
▼「
ふ
る
さ
と
交
流
館
」
が
開
館
す
る

▼
林
道
秋
月
線
全
線
が
開
通
（
延
長
3
3
2
8
ｍ
）
す

る
▼
島
内
主
要
幹
線
道
路
が
国
道
（
4
8
7
号
線
）
に
昇

格
す
る

▼
江
田
島
町
老
人
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
開
所
す

る
▼
江
田
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る

▼
江
田
島
町
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
完
成
、
業
務
を

開
始
す
る

▼「
江
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
が
落
成
す
る

▼
広
域
交
流
施
設
「
海
辺
の
新
鮮
市
場
」
が
落
成
す
る

▼
江
田
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る

▼
切
串
〜
天
応
間
に
フ
ェ
リ
ー
が
就
航
す
る

▼
大
須
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る

▼
体
験
学
習
施
設
「
学
び
の
館
」
が
完
成
す
る

▼
江
能
広
域
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る

▼
江
田
島
町
閉
町
式
を
開
催
す
る

▼
江
田
島
町
閉
庁
式
を
開
催
す
る

▼
江
能
広
域
事
務
組
合
閉
庁
式
を
開
催
す
る

1
9
8
4（
昭
和
59
）年

1
9
8
5（
昭
和
60
）年    

1
9
8
6（
昭
和
61
）年 

1
9
8
7（
昭
和
62
）年

1
9
8
8（
昭
和
63
）年

1
9
8
9（
平
成
元
）年

1
9
9
0（
平
成
2
）年 

1
9
9
1（
平
成
3
）年

1
9
9
2（
平
成
4
）年

1
9
9
3（
平
成
5
）年

1
9
9
4（
平
成
6
）年

1
9
9
5（
平
成
7
）年

1
9
9
6（
平
成
8
）年

1
9
9
7（
平
成
9
）年

1
9
9
8（
平
成
10
）年

1
9
9
9（
平
成
11
）年

2
0
0
0（
平
成
12
）年

2
0
0
1（
平
成
13
）年

2
0
0
2（
平
成
14
）年

2
0
0
3（
平
成
15
）年

2
0
0
4（
平
成
16
）年

2
0
0
4（
平
成
16
）年

 12
月

2
0
0
5（
平
成
17
）年

 4月

 

8
月

2
0
0
6（
平
成
18
）年

 2月

 

7
月

 

8
月

 

12
月

2
0
0
7（
平
成
19
）年

 3月

2
0
0
8（
平
成
20
）年

 4月

 

5
月

 

8
月

 

12
月

2
0
0
9（
平
成
21
）年

 12
月

▼
曽
根
薫
初
代
市
長
が
誕
生
す
る

▼
江
田
島
市
基
本
構
想
・
総
合
計
画
を
策
定

す
る
（
平
成
18
年
３
月
議
会
議
決
）

▼
切
串
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る

▼
合
併
記
念
式
典
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

▼
鹿
川
小
学
校
が
完
成
す
る

▼
西
能
美
学
校
給
食
共
同
調
理
場
が
完
成
す

る
▼
三
高
浄
化
セ
ン
タ
ー
通
水
式
を
開
催
す
る

▼
上
水
道
送
水
管
崩
落
事
故
が
発
生
す
る

▼
江
田
島
市
総
合
計
画
・
基
本
計
画
を
策
定

す
る

▼
小
用
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
完
成
す
る

▼
中
町
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
完
成
す
る

▼
江
田
島
バ
ス
株
式
会
社
を
設
立
す
る

▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る

▼
江
田
島
中
学
校
が
完
成
す
る

▼
田
中
達
美
２
代
目
市
長
が
誕
生
す
る

▼
江
田
島
小
学
校
が
完
成
す
る

▼
第
１
回
の
う
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
す
る

▼
町
民
憲
章
を
制
定
す
る

▼
町
の
木
・
町
の
花
を
制
定
す
る

▼
能
美
バ
ス
が
運
行
を
開
始
す
る

▼
鹿
川
港
湾
修
築
環
境
整
備
事
業
が
完
成
す
る

▼
能
美
バ
ス
、
飛
渡
瀬
線
の
運
行
を
開
始
す
る

▼
町
役
場
別
館
が
完
成
す
る

▼
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る

▼
第
１
回
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
イ
ン
の
う
み
を

開
催
す
る

▼
第
１
回
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る

▼
島
内
主
要
幹
線
道
路
が
国
道
（
4
8
7
号
線
）
に
昇

格
す
る

▼
真
道
山
森
林
公
園
（
音
楽
広
場
・
キ
ャ
ン
プ
場
）
が

完
成
す
る

▼
能
美
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る

▼
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
「
セ
ル
プ
江
能
」
が
完
成
す
る

▼
能
美
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る

▼
シ
ー
サ
イ
ド
温
泉
の
う
み
が
完
成
す
る

▼
鹿
川
水
源
池
公
園
が
完
成
す
る

▼
保
健
セ
ン
タ
ー
ク
リ
パ
イ
ン
が
完
成
す
る

▼
能
美
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
す
る

▼
の
う
み
温
泉
祭
＆
シ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
す
る

▼
能
美
図
書
館
が
完
成
す
る

▼
能
美
町
閉
町
式
を
開
催
す
る

▼
能
美
町
閉
庁
式
を
開
催
す
る

▼
蛎
殻
海
中
堆
積
処
理
場
が
完
成
す
る

▼
第
１
回
沖
美
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
す
る

▼
町
民
憲
章
を
制
定
す
る

▼
能
美
バ
ス
運
行
を
開
始
（
４
月
）
す
る

▼
鹿
田
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
開
園
す
る

▼
町
道
沖
三
吉
線
全
線
が
開
通
す
る

▼
町
民
運
動
会
を
沖
・
三
高
合
同
で
開
催
し
始
め
る

▼
沖
美
町
史
（
島
の
生
活
日
記
）
を
発
刊
す
る

▼
沖
美
町
か
き
カ
キ
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
す
る

▼
鹿
田
公
園
大
改
修
し
開
園
す
る

▼
が
ん
ね
海
水
浴
場
を
閉
鎖
す
る

▼
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る

▼
沖
美
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る

▼
沖
美
音
頭
が
完
成
す
る

▼
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
（
さ
く
ら
）
が
完
成
す
る

▼
サ
ン
ビ
ー
チ
お
き
み
が
開
業
す
る

▼
林
道
砲
台
山
線
全
線
が
開
通
す
る

▼
砲
台
山
森
林
公
園
が
完
成
す
る

▼
入
鹿
海
岸
釣
り
桟
橋
を
設
置
す
る

▼
美
能
製
氷
貯
水
施
設
が
完
成
す
る

▼
三
高
水
源
地
拡
張
工
事
を
開
始
す
る

▼
江
能
広
域
粗
大
ご
み
処
理
施
設
を
設
置
す
る

▼
江
能
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
に
名
称
を
変
更
す
る

▼
三
高
港
を
改
修（
浮
桟
橋
改
築
）す
る
〜
2
0
0
0
年

▼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
農
業
集
落
排
水
施
設
）
を
開

設
す
る

▼
沖
地
区
下
水
道
供
用
を
開
始
す
る

▼
ま
ほ
ろ
ば
の
里
沖
美
完
成
、
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る

▼
沖
美
南
農
業
団
地
が
完
成
す
る

▼
沖
美
や
す
ら
ぎ
交
流
農
園
を
設
置
す
る

▼
三
高
ダ
ム
が
完
成
す
る

▼
沖
美
町
閉
町
式
を
開
催
す
る

▼
沖
美
町
閉
庁
式
を
開
催
す
る

▼
マ
リ
ン
ト
ー
ク
瀬
戸
内
を
設
立
す
る

▼
町
民
憲
章
を
制
定
す
る

▼「
広
報
お
お
が
き
」
縮
刷
版
を
発
行
す
る

▼
第
１
回
ヒ
ロ
シ
マ
・
ミ
カ
ン
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
す
る

▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
落
成
、
開
館
す
る

▼
灘
尾
記
念
文
庫
・
歴
史
資
料
館
が
開
館
す
る

▼
瀬
戸
内
カ
ッ
プ
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
1
9
8
9
イ
ン
大
柿

を
開
催
す
る

▼
役
場
、
第
２
・
第
４
土
曜
日
閉
庁
を
開
始
す
る

▼
沖
野
島
マ
リ
ー
ナ
を
設
立
す
る

▼
平
塩
記
念
郷
土
館
が
開
館
す
る

▼
大
柿
町
重
要
文
化
財
を
指
定
す
る
（
10
件
）

▼
国
道
4
8
7
号
決
定

▼
大
君
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
を
新
築
す
る

▼
国
道
4
8
7
号
昇
格
　

▼
大
柿
町
総
合
運
動
公
園
を
着
工
す
る

▼
産
品
加
工
セ
ン
タ
ー
を
新
築
す
る
　

▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
江
能
」
を
新
築
す
る

▼
大
柿
町
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
す
る

▼
第
１
回
「
お
お
が
き
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
」
を
開
催
す
る

▼
大
柿
町
保
健
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る

▼
広
島
県
大
柿
合
同
庁
舎
が
完
成
す
る

▼
竹
炭
工
房
「
お
お
が
き
」
が
完
成
す
る
　

▼
第
１
回
御
調
町
・
大
柿
町
交
流
会
を
開
催
す
る

▼「
陀
峯
亀
甲
太
鼓
」
を
発
足
す
る

▼
大
柿
町
自
然
環
境
体
験
学
習
交
流
館
を
設
置
す
る

▼「
お
お
が
き
み
な
と
市
場
」
を
開
催
す
る
　

▼
大
柿
町
水
質
管
理
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る

▼
精
神
障
害
者
小
規
模
通
所
授
産
施
設
「
あ
お
ぞ
ら
」

が
完
成
す
る

▼
身
体
障
害
者
通
所
授
産
施
設
「
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
お

お
き
み
」
が
完
成
す
る

▼
お
お
が
き
島
ひ
き
お
に
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大
会
を
開
催
す
る

▼
大
柿
公
文
書
館
が
完
成
す
る

▼
大
柿
町
閉
町
式
を
開
催
す
る

▼
大
柿
町
閉
庁
式
を
開
催
す
る

2
0
0
4（
平
成
16
）年
11
月
1
日
▼
旧
安
芸
郡
江
田
島
町
、
旧
佐
伯
郡
能
美
町
、
旧
佐
伯
郡
沖
美
町
、
旧
佐
伯
郡
大
柿
町
の
4
町
が
合
併
し
て
江
田
島
市
と
な
る

江田島市役所

江田島支所

大柿分庁舎

沖美支所

江
田
島
市

4344



協
働
・
改
革
・
前
進
。

自
信
や
誇
り
・
愛
着
を
持
ち
、

未
来
の
夢
を
語
り
ま
し
ょ
う
。

議長 上田 正

副議長 新家 勇二

議会

　
市
民
の
声
を
ま
ち
づ
く
り

へ
反
映
さ
せ
る
た
め
の
機
関

と
し
て
議
会
が
あ
り
ま
す
。

議
会
は
市
民
か
ら
選
ば
れ
た

20
名
の
議
員
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
年
４
回
の
定
例
会
に

加
え
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時

会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
条
例
や
予
算

と
い
っ
た
重
要
な
行
政
執
行

に
関
す
る
こ
と
や
市
民
か
ら

の
請
願
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま

す
。

　
議
会
で
審
議
さ
れ
た
内
容

を
分
か
り
や
す
く
市
民
に
伝

え
る
た
め
、「
議
会
だ
よ
り
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
声
を
行
政
に
伝
え
、

市
政
に
反
映
さ
せ
る
場
と
し
て
、

議
会
は
市
民
と
行
政
と
連
携
し
、

だ
れ
も
が
生
き
が
い
を
持
ち
、

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　平成16年11月1日に、江田島町・能美町・沖美町・
大柿町が合併し、「江田島市」が誕生して5年がすぎ
ました。2代目江田島市長として、「協働・改革・前進」
をスローガンに掲げ市政を推進することに、その職責の
重大さを痛感しています。
　これからのまちづくりは、市民が、自分たちのまちに自
信や誇り・愛着を持ち、未来の夢を語れることが大切
です。そのために、行政はこれまで以上に自らを厳しく
見つめ直し、市民と市職員の一人一人が、まちづくりに
積極的にかかわっていくよう取り組んでいます。
　本誌は、江田島市の現状と、多くの自然や歴史に
恵まれた魅力を紹介しています。ご一読いただき、江
田島市の発展のため、一層のご支援とご協力をいただ
きますよう、お願い申し上げます。

議
会
・
行
政

　
地
方
分
権
が
叫
ば
れ
て
い

る
中
、
住
民
自
治
の
構
築
と

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
、
行
政
機
関
の
役

割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　「
住
民
自
ら
が
自
ら
の
地
域

の
こ
と
を
考
え
、
自
ら
の
手

で
」
を
自
覚
し
、
住
民
と
行

政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
、
だ
れ
も
が
「
住
ん
で
よ

か
っ
た
」
と
思
う
よ
う
な
活
力

に
溢
れ
た
市
を
目
指
し
ま
す
。

市
民
の
積
極
的
な
参
加
を
推
進
し
、

市
民
と
と
も
に
発
展
す
る

行
政
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
機
敏
で

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
に
よ
る

施
策
の
展
開
、

市
民
に
「
て
き
ぱ
き
」
と
し
た

対
応
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

幹部会議

江田島市長

4546



自
然
と
の
共
生
・

都
市
と
の
交
流
に
よ
る

海
生
交
流
都
市

島模様

〒737-2392 広島県江田島市能美町中町4859番地9
TEL.（0823）40-2211［代表］ 　FAX.（0823）40-2072

 URL / http://www.city.etajima.hiroshima.jp
E-mail / info-etjm@city.etajima.hiroshima.jp

 印刷 / 中本総合印刷株式会社

発行・編集  広島県江田島市

江田島市
市勢要覧




